
大学番号 ０２６

設置年度 平成 ３０年度

計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

岩手大学大学院 獣医学研究科 共同獣医学専攻

東京農工大学大学院 農学府 共同獣医学専攻

　　　職名・氏名 戦略企画グループ主査
シュサ

　千田
チ ダ

賢太
ケンタ

　　　電話番号　　 ０１９－６２１－６０３２

　　　（夜間）　　 ０１９－６２１－６０３２

　　　ｅ－mail　　 senryaku@iwate-u.ac.jp

　　　職名・氏名 副課長　松本
マツモト

 健生
ケンセイ

　　　電話番号　　 ０４２－３６７－５５０５

　　　（夜間）　　 ０４２－３６７－５５０５

　　　ｅ－mail　　 houki@ml.tuat.ac.jp

　　　　　　　　　　　　　　　注１

共同設置（意見伺い）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【共同設置】設置に係る設置計画履行状況報告書

東京農工大学：国立大学法人東京農工大学
令和３年５月１日現在

　岩手大学：作成担当者
　　担当部局（課）名  経営企画本部　戦略企画・評価分析室

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　担当部局（課）名     総務・経営企画部総務課

岩手大学：国立大学法人岩手大学　

　東京農工大学：作成担当者

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況報告書

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

注３
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大学名 設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イワブチ　アキラ ） （ オガワ　サトシ）
岩渕　明 小川　智

（平成２７年３月） （令和２年４月）
（サトウ　シゲル） （ウヅカ　ユウジ）

佐藤　繁 宇塚　雄次
（平成３０年４月） （令和３年４月）
（サトウ　シゲル） （ウヅカ　ユウジ）

佐藤　繁 宇塚　雄次
（平成３０年４月） （令和３年４月）

（ オオノ　ヒロユキ ） （チバ　カズヒロ）
大野　弘幸 千葉　一裕

（平成２９年４月） (令和２年４月）
（チバ　カズヒロ） （フナダ　リョウ）

千葉　一裕 船田 良
（平成２９年４月） （令和２年４月）

（シブタニ　マコト） （ミズタニ　テツヤ　）
渋谷　淳 水谷　哲也

（平成３０年４月） （令和３年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

（２） 調査対象大学等の位置
　　　（岩手大学）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設置者，大学名

　　　　国立大学法人岩手大学：岩手大学
　　　　国立大学法人東京農工大学：東京農工大学

　　　〒０２０－８５５０
　　　　岩手県盛岡市上田三丁目１８番８号

　　　　（〒１８３－８５３８　東京都府中市晴見町三丁目８番１号）
（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　（東京農工大学）
　　　〒１８３－８５０９
　　　　東京都府中市幸町三丁目５番８号

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

学　　長
任期満了による学長交代のた
め(２)

岩手大学

研究科長
任期満了による研究科長交代
のため(３)

専 攻 長
任期満了による研究科長交代
のため(３)

専 攻 長
任期満了による学長交代のた
め(３)

学　　長
任期満了による学長交代のた
め(２)

東京農工
大学

学 府 長
辞任にともなう学府長交代の
ため（２）

1 



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和３年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　獣医学研究科 4 5 20

 共同獣医学専攻

　博士（獣医学）

　農学府 4 10 40

 共同獣医学専攻

　博士（獣医学）

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

11 3 4 2 4 1 2 -

(9) (2) (2) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[1] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

11 3 4 2 4 1 1 -

(9) (2) (2) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[1] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

10 2 3 1 4 1 1 -

(9) (1) (1) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[0] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

10 2 3 1 2 1 1 -

(9) (1) (1) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[0] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ
人 人 人 人 人 人 人 人

12 3 15 6 12 7 20

(　6　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (  )

[ 3 ] [ 1 ] [ 4 ] [ 3 ] [ 2 ] [ - ] [ 9 ] [  ]

12 3 15 6 12 7 20

(　6　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (  )

[ 3 ] [ 1 ] [ 4 ] [ 3 ] [ 2 ] [ - ] [ 9 ] [  ]

12 3 15 6 12 7 20

(　6　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (  )

[ 3 ] [ 1 ] [ 4 ] [ 3 ] [ 2 ] [ - ] [ 9 ] [  ]

11 3 15 6 12 7 18

(　6　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) (  )

[ 2 ] [ 1 ] [ 4 ] [ 3 ] [ 2 ] [ - ] [ 7 ] [  ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

基礎となる学部等

農学部共同獣医学科

基礎となる学部等

農学部共同獣医学科

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

開設年度から報告年
度までの平均入学定

員超過率
備　　考

岩手大学

東京農工
大学

( 　－ 　) ( 　－ 　)

平成３０年度 令和元年度

志願者数

Ａ　 入学定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画 学生募集の停止に
ついて修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

獣医学関係
年 人 年次 人

人

倍

5 5 5

2.40 0.80

[ 若干名 ] [ 若干名 ] [ 若干名 ]

10

志願者数

受験者数

合格者数

令和３年度春季入学
合格者（留学生）の
うち、新型コロナウ
イルス感染症の影響
で入学時期令和3年
度の10月に延期した
学生が1名おりま
す。

当初の入学者数19人
⇒
最終的な入学者数18
人

10

1.901.40

平均入学定員
超 過 率

1.00倍

令和３年度

10 10
( 　－ 　) ( 　－ 　) ( 　－ 　)

[   若干名　 ] [   若干名　 ] [   若干名　 ]

[ 若干名 ]

[   若干名　 ]

大学名

Ａ　 入学定員

獣医学関係

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

岩手大学

東京農工
大学

大学名

年 人 年次 人

人

0.20

2.10 1.80

( 　－ 　)

0.60

-1.80倍

( 　－ 　)

備　　考

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択
         するとともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

令和２年度

5
( 　－ 　)

Ｂ　 入学者数

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

10 2 3 1 2 1 1 -

[ - ] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

10 2 3 1 2 1

[ - ] [1] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

9 2 3 1

[ - ] [1] [ - ] [ - ]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

9 2

[ - ] [1]

（　-　） （　-　）

11 3 15 6 13 7 20 7

[　2　] [　1　] [　4　] [　3 ] [　3 ] [　0 ] [　8 ] [　0 ]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （1） （　-　） （2） （　-　）

9 3 15 6 13 6

[　2　] [　1　] [　3 ] [　3　] [　2 ] [　3　]

（　-　） （　-　） （1） （　-　） （2） （　-　）

7 3 13 3

[　2　] [　1　] [　3 ] [　1　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

7 -

[　2 ] [　 　]

（　-　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

２年次

３年次

４年次

大学名

岩手大学

東京農工
大学

19

１年次

17

[1]

（－）

[1] [1] [1]

（－） （－） （－）

令和３年度
備　　　　　考

令和２年度令和元年度

１年次

２年次

３年次

４年次

計

12 15

69

計

14 33

[　　3 　] [　 10   ] [　19　 ]

（　　－　 ） （　　－　 ） （　4　）

51

[　12　 ]

（　2　）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

12 人 0 人 平成３０年度 0 人 0 人

平成３０年度 1 人 0 人 就職（1名）

令和元年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和2年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和2年度 0 人 0 人

令和3年度 0 人 0 人

1 人 1 人 0 人

14 人 2 人 平成３０年度 2 人 0 人 他の教育機関への転学（1名）、その他（１名）

平成３０年度 1 人 0 人 その他（１名）

令和元年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和2年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和2年度 0 人 0 人

令和3年度 0 人 0 人

3 人 3 人 3 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由内訳

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度 15 人 1 人

令和2年度 17 人 0 人

合　　計

大学名

岩手大学

東京農工
大学

合　　計

令和2年度 51 人 0

69令和3年度

平成３０年度

令和元年度 33 人

人 0 人

人 1

令和3年度 19 人 0 人

人
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　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

＜岩手大学＞
【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 12

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 15

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 17

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 19

＜東京農工大学＞
【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 2
平成３０年度の在学者数（ｂ） 14

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 33

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 51

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 69

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

6.66=

0= =

= 3.03 ％

=

= ％

= = 0 ％

％

= = 0 ％

= = 0

= 0= ％

= 14.28

％

％

=
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

獣医学基盤講義A １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 25 20 5 5 　 兼2 獣医学基盤講義A １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 20 5 3 　 兼2

獣医学基盤講義B 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 25 20 5 5 　 兼2 獣医学基盤講義B 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 20 5 3 　 兼2

研究デザイン演習 １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 25 20 5 5 　 研究デザイン演習 １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 20 5 3 　

2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 25 20 5 5 　 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 20 5 3 　

1･2
前

東京農工
大学 1 　 　 9 1 　

1･2
前

東京農工
大学 1 　 　 8 　 　

1･2
前

岩手大学 1 　 2 1 　
1･2
前

岩手大学 1 　 2 1 　

1･2
前

東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 1 1 　 兼1
1･2
前

東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 2 　 兼1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

小計（7科目） - 12 25 20 5 5 　 3 小計（7科目） - 12 29 20 5 3 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 　 　 　 1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

1後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 　 　 　 1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

2後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 　 　 　 2後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

1後 岩手大学 　 2 　 5 2 　 　 　 1後 岩手大学 　 2 　 5 2 　 　 　

1後 岩手大学 　 2 5 2 　 　 1後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

2後 岩手大学 　 2 5 2 　 　 2後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

小計（6科目） - 12 8 8 小計（6科目） - 12 9 9 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1後
東京農工

大学 2 6 3 2 1後
東京農工

大学 2 4 4 2

1後
東京農工

大学 2 6 3 2 1後
東京農工

大学 2 4 4 2

2後
東京農工

大学 2 6 3 2 2後
東京農工

大学 2 4 4 2

1後 岩手大学 2 4 1 1後 岩手大学 2 5 1

1後 岩手大学 2 4 1 1後 岩手大学 2 5 1

2後 岩手大学 2 4 1 2後 岩手大学 2 5 1

小計（6科目） - 12 10 4 2 小計（6科目） - 12 9 5 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1後
東京農工

大学 2 2 5 3 1後
東京農工

大学 2 6 2 2

1後
東京農工

大学 2 2 5 3 1後
東京農工

大学 2 6 2 2

2後
東京農工

大学 2 2 5 3 2後
東京農工

大学 2 6 2 2

1後 岩手大学 2 5 2 1後 岩手大学 2 5

1後 岩手大学 2 5 2 1後 岩手大学 2 5

2後 岩手大学 2 5 2 2後 岩手大学 2 5

小計（6科目） - 12 7 7 3 小計（6科目） - 12 11 2 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1～
4通

東京農工
大学 8 3 6

1～
4通

東京農工
大学 8 4 7 1

1通
東京農工

大学 2 3 6 1通
東京農工

大学 2 4 7 1

2通
東京農工

大学 2 3 6 2通
東京農工

大学 2 4 7 1

1～
4通

岩手大学 8 5 2
1～
4通

岩手大学 8 5 2

1通 岩手大学 2 5 2 1通 岩手大学 2 5 2

2通 岩手大学 2 5 2 2通 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 24 8 8 小計（6科目） - 24 9 9 1

【認可時又は届出時】

専任教員等の配置

科学英語

２　授業科目の概要

（１）ー① 授業科目表

科学英語

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

共
通
基
盤
科
目

共
通
基
盤
科
目

研究プレゼンテーション演習 研究プレゼンテーション演習

研究倫理（東京農工大学） 研究倫理（東京農工大学）

研究倫理（岩手大学） 研究倫理（岩手大学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数 専任教員等の配置

動
物
基
礎
医
学
講
座
科
目

(

講
座
科
目

）

動
物
基
礎
医
学
講
座
科
目

(

講
座
科
目

）

動物基礎医学特論A
（東京農工大学）

動物基礎医学特論A
（東京農工大学）

動物基礎医学特論B
（東京農工大学）

動物基礎医学特論B
（東京農工大学）

動物基礎医学特論C
（東京農工大学）

動物基礎医学特論C
（東京農工大学）

動物基礎医学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論B(岩
手大学)

動物基礎医学特論B(岩
手大学)

動物基礎医学特論C(岩
手大学)

動物基礎医学特論C(岩
手大学)

獣
医
衛
生
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医衛生科学特論A
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論A
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論B
（東京農工大学）

獣
医
衛
生
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医衛生科学特論B
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論C
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論C
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論A(岩
手大学)

獣医衛生科学特論A(岩
手大学)

獣医衛生科学特論B(岩
手大学)

獣医衛生科学特論B(岩
手大学)

獣医衛生科学特論C(岩
手大学)

獣医衛生科学特論C(岩
手大学)

獣
医
臨
床
医
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣
医
臨
床
医
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医臨床医科学特論A
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論A
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論B
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論B
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論C
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論C
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論
A(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
A(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
B(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
B(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
C(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
C(岩手大学)

動
物
基
礎
医
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

動
物
基
礎
医
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

動物基礎医学特別演習
A（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
A（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
B（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
B（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
C（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
C（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
B(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
B(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C(岩手大学)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1～
4通

東京農工
大学 8 6 3 2

1～
4通

東京農工
大学 8 4 4 2

1通
東京農工

大学 2 6 3 2 1通
東京農工

大学 2 4 4 2

2通
東京農工

大学 2 6 3 2 2通
東京農工

大学 2 4 4 2

1～
4通

岩手大学 8 4 1
1～
4通

岩手大学 8 5 1

1通 岩手大学 2 4 1 1通 岩手大学 2 5 1

2通 岩手大学 2 4 1 2通 岩手大学 2 5 1

小計（6科目） - 24 10 4 2 小計（6科目） - 24 9 5 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1～
4通

東京農工
大学 8 2 5 3

1～
4通

東京農工
大学 8 6 2 2

1通
東京農工

大学 2 2 5 3 1通
東京農工

大学 2 6 2 2

2通
東京農工

大学 2 2 5 3 2通
東京農工

大学 2 6 2 2

1～
4通

岩手大学 8 5 2
1～
4通

岩手大学 8 5

1通 岩手大学 2 5 2 1通 岩手大学 2 5

2通 岩手大学 2 5 2 2通 岩手大学 2 5

小計（6科目） - 24 7 7 3 小計（6科目） - 24 11 2 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1後
東京農工
大学／岩
手大学

2 25 20 5 5 兼2 1後
東京農工
大学／岩
手大学

2 29 20 5 3 兼2

2前
東京農工

大学 1 1 1 1 2前
東京農工

大学 1 1 2

3前
東京農工

大学 1 2 3 2 3前
東京農工

大学 1 4 2 1

2前 岩手大学 1 3 1 兼1 2前 岩手大学 1 4 兼1

3前 岩手大学 1 2 1 3前 岩手大学 1 2 兼1

小計（5科目） - 6 25 20 5 5 2 小計（5科目） - 6 29 20 5 3 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 1
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 兼1
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 11 14 5

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 14 14 5

1･2･3･
4前･後

岩手大学 　 1 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 　 1 15 3 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 　 1 11 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 　 1 14 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 2 11 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 2 14 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 15 3 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 2 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 2 15 3 　 　

　 　 　 　 　

小計（11科目） - 13 25 19 5 3 小計（11科目） - 13 29 17 5 3

- 12 127 　 25 20 5 5 　 6 - 12 127 　 29 20 5 3 　 6

構成大
学

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

獣
医
衛
生
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣
医
衛
生
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医衛生科学特別演習
A（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
A（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
B（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
B（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
C（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
C（東京農工大学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

獣医衛生科学特別演習
A(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
A(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
B(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
B(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
C(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
C(岩手大学)

先進動物医療学 先進動物医療学

配
当
年
次

獣
医
臨
床
医
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣
医
臨
床
医
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医臨床医科学特別演
習A（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習A（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習B（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習B（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習A(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習A(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習C(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習C(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習B(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習B(岩手大学)

獣
医
学
学
際
科
目

獣
医
学
学
際
科
目

学際領域特別講義 学際領域特別講義

国際感染症防疫学 国際感染症防疫学

先
端
実
践
科
目

食品衛生管理学 食品衛生管理学

動物と人の共存学 動物と人の共存学

獣医臨床医科学学外演
習（日本中央競馬会）

獣医学特別演習（東京
農工大学）

獣医学特別演習（東京
農工大学）

獣医学特別演習（岩手
大学）

獣医学特別演習（岩手
大学）

先
端
実
践
科
目

動物基礎医学学外演習
（理化学研究所）

動物基礎医学学外演習
（理化学研究所）

獣医衛生科学学外演習
（国立感染症研究所）

獣医衛生科学学外演習
（国立感染症研究所）

海外演習A（東京農工
大学）

海外演習A（東京農工
大学）

海外演習B（東京農工
大学）

海外演習B（東京農工
大学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

獣医臨床医科学学外演
習（日本中央競馬会）

獣医衛生科学学外演習
（医薬品食品衛生研究
所）

獣医衛生科学学外演習
（医薬品食品衛生研究
所）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

本専攻における修了要件は、共通基盤科目から12単位、講義科目から6単位、研究指導
科目から12単位、獣医学学際科目から2単位、先端実践科目から2単位の計34単位以上
を修得し、かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格するものとする。
なお、修得単位数のうち相手大学から10単位以上を必ず修得するものとする。
動物基礎医学講座、獣医衛生科学講座、獣医臨床医科学講座の中から１つの講座を選
択し、講座科目については、自大学開講の特論A及び特論B、他大学開講の特論C（各2
単位）を履修するとともに、研究指導科目については、自大学開講の特別演習A（8単位）
及び特別演習B（2単位）、他大学開講の特別演習C（2単位）を履修する。

本専攻における修了要件は、共通基盤科目から12単位、講義科目から6単位、研究指導
科目から12単位、獣医学学際科目から2単位、先端実践科目から2単位の計34単位以上
を修得し、かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格するものとする。
なお、修得単位数のうち相手大学から10単位以上を必ず修得するものとする。
動物基礎医学講座、獣医衛生科学講座、獣医臨床医科学講座の中から１つの講座を選
択し、講座科目については、自大学開講の特論A及び特論B、他大学開講の特論C（各2
単位）を履修するとともに、研究指導科目については、自大学開講の特別演習A（8単位）
及び特別演習B（2単位）、他大学開講の特別演習C（2単位）を履修する。

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

合計（59科目） 合計（59科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

獣医学基盤講義A １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 21 6 3 　 兼2 獣医学基盤講義A １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 28 21 6 3 　 兼2

獣医学基盤講義B 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 21 6 3 　 兼2 獣医学基盤講義B 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 28 21 6 3 　 兼2

研究デザイン演習 １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 21 6 3 　 研究デザイン演習 １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 28 21 6 3 　

2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 29 21 6 3 　 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 28 21 6 3 　

1･2
前

東京農工
大学 1 　 　 9 1 　

1･2
前

東京農工
大学 1 　 　 7 1 　

1･2
前

岩手大学 1 　 　 2 1 　
1･2
前

岩手大学 1 　 2 1 　

1･2
前

東京農工
大学／岩
手大学

2 　 1 1 　 兼1
1･2
前

東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 1 1 　 兼1

　 　 　 　 　 　

小計（7科目） - 12 29 21 6 3 3 小計（7科目） - 12 28 21 6 3 3

　 　 　 　

1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　 1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　 1後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

2後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　 2後
東京農工

大学 　 2 　 4 7 1 　 　

1後 岩手大学 　 2 　 5 2 　 　 　 1後 岩手大学 　 2 　 5 2 　 　 　

1後 岩手大学 　 2 5 2 　 　 1後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

2後 岩手大学 　 2 5 2 　 　 2後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

小計（6科目） - 12 9 9 1 小計（6科目） - 12 9 9 1

　 　 　 　

1後
東京農工

大学 2 6 4 2 1後
東京農工

大学 2 4 4 2

1後
東京農工

大学 2 6 4 2 1後
東京農工

大学 2 4 4 2

2後
東京農工

大学 2 6 4 2 2後
東京農工

大学 2 4 4 2

1後 岩手大学 2 5 1後 岩手大学 2 5

1後 岩手大学 2 5 1後 岩手大学 2 5

2後 岩手大学 2 5 2後 岩手大学 2 5

小計（6科目） - 12 11 4 2 小計（6科目） - 12 9 4 2

　 　 　 　

1後
東京農工

大学 2 4 3 3 1後
東京農工

大学 2 5 2 3

1後
東京農工

大学 2 4 3 3 1後
東京農工

大学 2 5 2 3

2後
東京農工

大学 2 4 3 3 2後
東京農工

大学 2 5 2 3

1後 岩手大学 2 5 2 1後 岩手大学 2 5 2

1後 岩手大学 2 5 2 1後 岩手大学 2 5 2

2後 岩手大学 2 5 2 2後 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 12 9 5 3 小計（6科目） - 12 10 4 3

　 　 　 　
1～
4通

東京農工
大学 8 4 7 1

1～
4通

東京農工
大学 8 4 7 1

1通
東京農工

大学 2 4 7 1 1通
東京農工

大学 2 4 7 1

2通
東京農工

大学 2 4 7 1 2通
東京農工

大学 2 4 7 1

1～
4通

岩手大学 8 5 2
1～
4通

岩手大学 8 5 2

1通 岩手大学 2 5 2 1通 岩手大学 2 5 2

2通 岩手大学 2 5 2 2通 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 24 9 9 1 小計（6科目） - 24 9 9 1

専任教員等の配置

獣医衛生科学特論B
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論C
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論B(岩
手大学)

動物基礎医学特論C(岩
手大学)

兼
任
・
兼
担

共
通
基
盤
科
目

研究プレゼンテーション演習

研究倫理（東京農工大学）

研究倫理（岩手大学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数

科学英語

獣医衛生科学特論B(岩
手大学)

獣医衛生科学特論C(岩
手大学)

獣
医
臨
床
医
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医臨床医科学特論A
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論B
（東京農工大学）

獣
医
衛
生
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医衛生科学特論A
（東京農工大学）

動
物
基
礎
医
学
講
座
科
目

(

講
座
科
目

）

動物基礎医学特論A
（東京農工大学）

動物基礎医学特論B
（東京農工大学）

動物基礎医学特論C
（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
B(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
C(岩手大学)

動
物
基
礎
医
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

動物基礎医学特別演習
A（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
B（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論C
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論
A(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
B(岩手大学)

動物基礎医学特論A
（東京農工大学）

動物基礎医学特論B
（東京農工大学）

動物基礎医学特論C
（東京農工大学）

動物基礎医学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論B(岩
手大学)

動物基礎医学特論C(岩
手大学)

獣
医
衛
生
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医衛生科学特論A
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論B
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論C
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論A(岩
手大学)

獣医衛生科学特論B(岩
手大学)

獣医衛生科学特論C(岩
手大学)

動
物
基
礎
医
学
講
座
科
目

(
講
座
科
目

）

動
物
基
礎
医
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

配
当
年
次

構成大
学

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
通
基
盤
科
目

研究プレゼンテーション演習

研究倫理（東京農工大学）

研究倫理（岩手大学）

科学英語

科目
区分

授業科目の名称

動物基礎医学特別演習
A（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
B（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
C（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
B(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C(岩手大学)

獣
医
臨
床
医
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医臨床医科学特論A
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論B
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論C
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論
A(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
B(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
C(岩手大学)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

　 　 　 　

1～
4通

東京農工
大学 8 6 4 2

1～
4通

東京農工
大学 8 4 4 2

1通
東京農工

大学 2 6 4 2 1通
東京農工

大学 2 4 4 2

2通
東京農工

大学 2 6 4 2 2通
東京農工

大学 2 4 4 2

1～
4通

岩手大学 8 5
1～
4通

岩手大学 8 5

1通 岩手大学 2 5 1通 岩手大学 2 5

2通 岩手大学 2 5 2通 岩手大学 2 5

小計（6科目） - 24 11 4 2 小計（6科目） - 24 9 4 2

　 　 　 　
1～
4通

東京農工
大学 8 4 3 3

1～
4通

東京農工
大学 8 5 2 3

1通
東京農工

大学 2 4 3 3 1通
東京農工

大学 2 5 2 3

2通
東京農工

大学 2 4 3 3 2通
東京農工

大学 2 5 2 3

1～
4通

岩手大学 8 5 2
1～
4通

岩手大学 8 5 2

1通 岩手大学 2 5 2 1通 岩手大学 2 5 2

2通 岩手大学 2 5 2 2通 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 24 9 5 3 小計（6科目） - 24 7 4 3

　 　 　 　

1後
東京農工
大学／岩
手大学

2 29 21 6 3 兼2 1後
東京農工
大学／岩
手大学

2 28 21 6 3 兼2

2前
東京農工

大学 1 1 2 2前
東京農工

大学 1 1 2

3前
東京農工

大学 1 3 2 2 3前
東京農工

大学 1 4 1 2

2前 岩手大学 1 4 兼1 2前 岩手大学 1 4 兼1

3前 岩手大学 1 2 1 3前 岩手大学 1 2 1

小計（5科目） - 6 29 21 6 3 2 小計（5科目） - 6 28 21 6 3 2○
　
科

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 1
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 兼1
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 14 14 6

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 13 14 6

1･2･3･
4前･後

岩手大学 　 1 15 4 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 　 1 15 4 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工大学 　 1 14 14 6 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 　 1 13 14 6 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工大学 2 14 14 6 　 　
1･2･3･
4前･後

東京農工大学 2 13 14 6 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 15 4 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 15 4 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 2 15 4 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 2 15 4 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

小計（11科目） - 13 29 18 6 3 小計（11科目） - 13 28 18 6 3

- 12 127 　 29 21 6 3 　 6 - 12 127 　 28 22 6 3 　 6

専任教員等の配置

獣
医
学
学
際
科
目

学際領域特別講義

国際感染症防疫学

獣
医
臨
床
医
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医臨床医科学特別演
習A（東京農工大学）

兼
任
・
兼
担

獣
医
衛
生
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医衛生科学特別演習
A（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
B（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
C（東京農工大学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数

獣医衛生科学特別演習
A(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
B(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
C(岩手大学)

獣医臨床医科学学外演
習（日本中央競馬会）

獣医学特別演習（東京
農工大学）

獣医学特別演習（岩手
大学）

先
端
実
践
科
目

動物基礎医学学外演習
（理化学研究所）

獣医衛生科学学外演習
（国立感染症研究所）

獣医衛生科学学外演習
（医薬品食品衛生研究
所）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医臨床医科学特別演
習B（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習A(岩手大学)

先進動物医療学

食品衛生管理学

動物と人の共存学

獣医臨床医科学特別演
習B(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習C(岩手大学)

海外演習A（東京農工
大学）

海外演習B（東京農工
大学）

海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学）

合計（59科目）

卒業要件及び履修方法

本専攻における修了要件は、共通基盤科目から12単位、講義科目から6単位、研究指導
科目から12単位、獣医学学際科目から2単位、先端実践科目から2単位の計34単位以上
を修得し、かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格するものとする。
なお、修得単位数のうち相手大学から10単位以上を必ず修得するものとする。
動物基礎医学講座、獣医衛生科学講座、獣医臨床医科学講座の中から１つの講座を選
択し、講座科目については、自大学開講の特論A及び特論B、他大学開講の特論C（各2
単
位）を履修するとともに、研究指導科目については、自大学開講の特別演習A（8単位）及
び特別演習B（2単位）、他大学開講の特別演習C（2単位）を履修する。

獣
医
学
学
際
科
目

兼
任
・
兼
担

獣
医
衛
生
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医衛生科学特別演習
A（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
B（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
C（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
A(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
B(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
C(岩手大学)

科目
区分

授業科目の名称
構成大

学

単位数 専任教員等の配置配
当
年
次

学際領域特別講義

国際感染症防疫学

先進動物医療学

食品衛生管理学

動物と人の共存学

獣
医
臨
床
医
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医臨床医科学特別演
習A（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習B（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習A(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習B(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習C(岩手大学)

海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学）

合計（59科目）

卒業要件及び履修方法

本専攻における修了要件は、共通基盤科目から12単位、講義科目から6単位、研究指導
科目から12単位、獣医学学際科目から2単位、先端実践科目から2単位の計34単位以上
を修得し、かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格するものとする。
なお、修得単位数のうち相手大学から10単位以上を必ず修得するものとする。
動物基礎医学講座、獣医衛生科学講座、獣医臨床医科学講座の中から１つの講座を選
択し、講座科目については、自大学開講の特論A及び特論B、他大学開講の特論C（各2
単位）を履修するとともに、研究指導科目については、自大学開講の特別演習A（8単位）
及び特別演習B（2単位）、他大学開講の特別演習C（2単位）を履修する。

先
端
実
践
科
目

動物基礎医学学外演習
（理化学研究所）

獣医衛生科学学外演習
（国立感染症研究所）

獣医衛生科学学外演習
（医薬品食品衛生研究
所）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医学特別演習（東京
農工大学）

獣医学特別演習（岩手
大学）

海外演習A（東京農工
大学）

海外演習B（東京農工
大学）

獣医臨床医科学学外演
習（日本中央競馬会）

9



【平成３０年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

獣医学基盤講義A １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 27 19 6 4 　 兼2

獣医学基盤講義B 2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 27 19 6 4 　 兼2

研究デザイン演習 １前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 27 19 6 4 　

2前
東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 27 19 6 4 　

1･2
前

東京農工
大学 1 　 　 9 1 　

1･2
前

岩手大学 1 　 2 1 　

1･2
前

東京農工
大学／岩
手大学

2 　 　 1 1 　 兼1

小計（7科目） - 12 27 19 6 4 3

1後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 1 　 　

1後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 1 　 　

2後
東京農工

大学 　 2 　 3 6 1 　 　

1後 岩手大学 　 2 　 5 2 　 　 　

1後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

2後 岩手大学 　 2 5 2 　 　

小計（6科目） - 12 8 8 1

1後
東京農工

大学 2 6 4 2

1後
東京農工

大学 2 6 4 2

2後
東京農工

大学 2 6 4 2

1後 岩手大学 2 4 1

1後 岩手大学 2 4 1

2後 岩手大学 2 4 1

小計（6科目） - 12 10 5 2

1後
東京農工

大学 2 4 3 3

1後
東京農工

大学 2 4 3 3

2後
東京農工

大学 2 4 3 3

1後 岩手大学 2 5 2

1後 岩手大学 2 5 2

2後 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 12 9 5 3

1～
4通

東京農工
大学 8 3 6 1

1通
東京農工

大学 2 3 6 1

2通
東京農工

大学 2 3 6 1

1～
4通

岩手大学 8 5 2

1通 岩手大学 2 5 2

2通 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 24 8 8 1

動物基礎医学特論B
（東京農工大学）

共
通
基
盤
科
目

研究プレゼンテーション演習

研究倫理（東京農工大学）

動物基礎医学特論C
（東京農工大学）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

研究倫理（岩手大学）

科学英語

動
物
基
礎
医
学
講
座
科
目

(

講
座
科
目

）

動物基礎医学特論A
（東京農工大学）

動物基礎医学特論C(岩
手大学)

獣
医
衛
生
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医衛生科学特論A
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論B
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論C
（東京農工大学）

獣医衛生科学特論A(岩
手大学)

獣医衛生科学特論B(岩
手大学)

獣医衛生科学特論C(岩
手大学)

獣医臨床医科学特論C
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
C（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
A(岩手大学)

動物基礎医学特別演習
B(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
B(岩手大学)

獣医臨床医科学特論
C(岩手大学)

動
物
基
礎
医
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

動物基礎医学特別演習
A（東京農工大学）

動物基礎医学特別演習
B（東京農工大学）

獣
医
臨
床
医
科
学
講
座
科
目

（
講
座
科
目

）

獣医臨床医科学特論A
（東京農工大学）

獣医臨床医科学特論B
（東京農工大学）

動物基礎医学特論A(岩
手大学)

動物基礎医学特論B(岩
手大学)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1～
4通

東京農工
大学 8 6 4 2

1通
東京農工

大学 2 6 4 2

2通
東京農工

大学 2 6 4 2

1～
4通

岩手大学 8 4 1

1通 岩手大学 2 4 1

2通 岩手大学 2 4 1

小計（6科目） - 24 10 5 2

1～
4通

東京農工
大学 8 4 3 3

1通
東京農工

大学 2 4 3 3

2通
東京農工

大学 2 4 3 3

1～
4通

岩手大学 8 5 2

1通 岩手大学 2 5 2

2通 岩手大学 2 5 2

小計（6科目） - 24 9 5 3

1後
東京農工
大学／岩
手大学

2 27 19 6 4 兼2

2前
東京農工

大学 1 1 2

3前
東京農工

大学 1 3 2 2

2前 岩手大学 1 3 1 兼1

3前 岩手大学 1 2 1

小計（5科目） - 6 27 19 6 4 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 2

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 1

1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 兼1

1･2･3･
4前･後

東京農工
大学 1 13 13 6

1･2･3･
4前･後

岩手大学 　 1 14 5 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工大学 　 1 13 13 6 　 　

1･2･3･
4前･後

東京農工大学 2 13 13 6 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 1 14 5 　 　
1･2･3･
4前･後

岩手大学 2 14 5 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

小計（11科目） - 13 27 18 6 3

- 12 127 　 27 19 6 4 　 6

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

獣医臨床医科学特別演
習C（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習A(岩手大学)

獣医臨床医科学特別演
習B(岩手大学)

獣医衛生科学特別演習
B(岩手大学)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

構成大
学

獣医衛生科学特別演習
C(岩手大学)

獣
医
臨
床
医
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医臨床医科学特別演
習A（東京農工大学）

獣医臨床医科学特別演
習B（東京農工大学）

獣
医
衛
生
科
学
研
究
指
導
科
目

（
研
究
指
導
科
目

）

獣医衛生科学特別演習
A（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
B（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
C（東京農工大学）

獣医衛生科学特別演習
A(岩手大学)

先
端
実
践
科
目

動物基礎医学学外演習
（理化学研究所）

合計（59科目）

卒業要件及び履修方法

本専攻における修了要件は、共通基盤科目から12単位、講義科目から6単位、研究指導
科目から12単位、獣医学学際科目から2単位、先端実践科目から2単位の計34単位以上
を修得し、かつ、博士論文の審査及び最終試験に合格するものとする。
なお、修得単位数のうち相手大学から10単位以上を必ず修得するものとする。
動物基礎医学講座、獣医衛生科学講座、獣医臨床医科学講座の中から１つの講座を選
択し、講座科目については、自大学開講の特論A及び特論B、他大学開講の特論C（各2
単位）を履修するとともに、研究指導科目については、自大学開講の特別演習A（8単位）
及び特別演習B（2単位）、他大学開講の特別演習C（2単位）を履修する。

海外演習B（東京農工
大学）

海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学）

獣医学特別演習（東京
農工大学）

獣医衛生科学学外演習
（国立感染症研究所）

獣医臨床医科学特別演
習C(岩手大学)

獣
医
学
学
際
科
目

学際領域特別講義

国際感染症防疫学

先進動物医療学

獣医学特別演習（岩手
大学）

海外演習A（東京農工
大学）

獣医衛生科学学外演習
（医薬品食品衛生研究
所）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医臨床医科学学外演
習（日本中央競馬会）

食品衛生管理学

動物と人の共存学
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【平成３０年度】

【令和元年度】

【令和２年度】

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[　　　　] [　　　　] [　　　　] [　　　　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・新規採用及び退職により、「獣医学基盤講義A」、「獣医学基盤講義B」、「研究デザイン演習」、「研究プレゼンテーション演習」及び「学際領域
特別講義」の専任教員等の配置を「教授２７、准教授１９、助教４」から「教授２９、准教授２１、助教３」に変更。
・新規採用及び退職により、「獣医衛生科学特論A（岩手大学）」、「獣医衛生科学特論B（岩手大学）」、「獣医衛生科学特論C（岩手大学）」、
「獣医衛生科学特別演習A（岩手大学）」、「獣医衛生科学特別演習B（岩手大学）」及び「獣医衛生科学特別演習C（岩手大学）」の専任教員等の配
置を「教授４、准教授１」から「教授５、准教授０」に変更。
・職位の変更及び新規採用により、「動物基礎医学特論A（東京農工大学）」、「動物基礎医学特論B（東京農工大学）」、「動物基礎医学特論C（東
京農工大学）」、「動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)」、「動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)」、「動物基礎医学特別演習C(東京農工大
学)」の専任教員等の配置を「教授３、准教授６」から「教授４、准教授７」に変更。
・新規採用及び退職により、「食品衛生管理学」の専任教員等の配置を「教授３、准教授１」から「教授４、准教授０」に変更。
・新規採用及び退職により、「獣医学特別演習（岩手大学）」、「海外演習A（岩手大学）」及び「海外演習B（岩手大学）」の専任教員等の配置を
「教授１４、准教授５」から「教授１５、准教授４」に変更。

自由 計

　　　　

・職位の変更及び退職により、「獣医学基盤講義A」、「獣医学基盤講義B」、「研究デザイン演習」、「研究プレゼンテーション演習」及び「学際領
域特別講義」の専任教員等の配置を「教授２９、准教授２０」から「教授２８、准教授２１」に変更。
・退職により、「獣医衛生科学特論A（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特論B（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特論C（東京農工大学）」、
「獣医衛生科学特別演習A（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特別演習B（東京農工大学）」及び「獣医衛生科学特別演習C（東京農工大学）」の専
任教員等の配置を「教授６」から「教授４」に変更。
・職位の変更により、「獣医臨床医科学特論A（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特論B（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特論C（東京農工
大学）」、「獣医臨床医科学特別演習A（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特別演習B（東京農工大学）」及び「獣医臨床医科学特別演習C（東京
農工大学）」の専任教員等の配置を「教授４、准教授３」から「教授５、准教授２」に変更。
・職位の変更により、「先進動物医療学」の専任教員等の配置を「教授３、准教授２」から「教授４、准教授１」に変更。
・職位の変更及び退職により、「獣医学特別演習（東京農工大学）」、「海外演習A（東京農工大学）」及び「海外演習B（東京農工大学）」の専任教
員等の配置を「教授１４」から「教授１３」に変更。

　　　　 　　　　

（２） 授業科目数

・新規採用、職位の変更及び退職により、「獣医学基盤講義A」、「獣医学基盤講義B」、「研究デザイン演習」、「研究プレゼンテーション演習」、
「学際領域特別講義」の専任教員等の配置を「教授２８、准教授２１、講師６」から「教授２９、准教授２０、講師５」に変更。
・職位の変更により、「研究倫理(東京農工大学)」の専任教員等の配置を「教授７、准教授１」から「教授８」に変更。
・職位の変更により、「科学英語」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授２」に変更。
・新規採用により、「獣医衛生科学特論A(岩手大学)」、「獣医衛生科学特論B(岩手大学)」、「獣医衛生科学特論C(岩手大学)」、「獣医衛生科学特
別演習A(岩手大学)」、「獣医衛生科学特別演習B(岩手大学)」「獣医衛生科学特別演習C岩手大学)」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授５、
准教授１」に変更。
・職位の変更により、「獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)」、「 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)」、「 獣医臨床医科学特論C(東京農工大
学)
」、「獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)」、「 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)」、「 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)」
の専任教員等の配置を「教授５、講師３」から「教授６、講師２」に変更。
・職位の変更及び退職により、「獣医臨床医科学特論A(岩手大学)」、「 獣医臨床医科学特論B(岩手大学)」、「 獣医臨床医科学特論C(岩手大学)
」、「獣医臨床医科学特別演習A(岩手大学)」、「 獣医臨床医科学特別演習B(岩手大学)」、「 獣医臨床医科学特別演習C(岩手大学)」
の専任教員等の配置を「教授５、准教授２」から「教授５」に変更。
・職位の変更により、「先進動物医療学」の専任教員等の配置を「准教授１、講師２」から「准教授２、講師１」に変更。
・退職により、「動物と人の共存学」の専任教員等の配置を「教授２、准教授１」から「教授２」に変更。
・職位の変更により、「獣医学特別演習(東京農工大学)」、「海外演習A(東京農工大学)」、「海外演習B(東京農工大学)」の専任教員等の配置を「教
授１３、講師６」から「教授１４、講師５」に変更。
・新規採用、職位の変更及び退職により、「獣医学特別演習(岩手大学)」、「海外演習A(岩手大学)」、「海外演習B(岩手大学)」の専任教員等の配置
を「准教授４」から「准教授３」に変更。

大
学
名

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 選択必修

26 0 32

東
京
農
工

大
学

6 27 0 33

岩
手
大
学

6 26 0 32 6

27 0 336

　　　　

・職位の変更及び新規採用により、「獣医学基盤講義A」、「獣医学基盤講義B」、「研究デザイン演習」、「研究プレゼンテーション演習」及び「学
際領域特別講義」の専任教員等の配置を「教授２５、准教授２０、講師５、助教５」から「教授２７、准教授１９、講師６、助教４」に変更。
・新規採用により、「動物基礎医学特論A（東京農工大学）」、「動物基礎医学特論B（東京農工大学）」、「動物基礎医学特論C（東京農工大
学）」、「動物基礎医学特別演習A（東京農工大学）」、「動物基礎医学特別演習B（東京農工大学）」及び「動物基礎医学特別演習C（東京農工大
学）」の専任教員等の配置を「講師０」から「講師１」に変更。
・職位の変更により、「獣医衛生科学特論A（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特論B（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特論C（東京農工大
学）」、「獣医衛生科学特別演習A（東京農工大学）」、「獣医衛生科学特別演習B（東京農工大学）」及び「獣医衛生科学特別演習C（東京農工大
学）」の専任教員等の配置を「准教授３」から「准教授４」に変更。
・職位の変更により、「獣医臨床医科学特論A（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特論B（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特論C（東京農工
大学）」、「獣医臨床医科学特別演習A（東京農工大学）」、「獣医臨床医科学特別演習B（東京農工大学）」及び「獣医臨床医科学特別演習C（東京
農工大学）」の専任教員等の配置を「教授２、准教授５」から「教授４、准教授３」に変更。
・職位の変更により、「国際感染症防疫学」の専任教員等の配置を「准教授１、講師１」から「准教授２、講師０」に変更。
・職位の変更により、「先進動物医療学」の専任教員等の配置を「教授２、准教授３」から「教授３、准教授２」に変更。
・職位の変更及び新規採用により、「獣医学特別演習（東京農工大学）」、「海外演習A（東京農工大学）」及び「海外演習B（東京農工大学）」の専
任教員等の配置を「教授１１、准教授１４、講師５」から「教授１３、准教授１３、講師６」に変更。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

0

32

0

33

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
％

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

＝ 0
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

＝

　　　　

0

　　　（岩手大学）

　　　（東京農工大学）

＝

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

岩手大学

東京農工大学

東京農工大学

岩手大学

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

岩手大学：

東京農工大学：

該当なし

該当なし

該当なし
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備考

大学全体

図書スペースの利用方法
の見直しのため(元)
書架の追加及び図書ス
ペースの利用方法の見直
しのため（２）

大学全体

4,732
4,521
4,577
4,556

67
84

0

（67）
 （84）

（　　　0）

（4,565）
 （4,398）
 （4,275）
 （4,254）

（6,244〔6,240〕）
 （5,606〔5,602〕）
 （5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）

6,244〔6,240〕
 5,606〔5,602〕
 5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕

(８)

開設年度

千円 千円 千円

開設前年度完成年度 区　　分 完成年度

0㎡ 74,213㎡

(６) 図　　書　　館

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

9,089 ㎡
685,650
682,700
680,989

4,115 ㎡

665
664

（　　　0）

　

(５)

計

11,536〔2,178〕
 11,529〔2,178〕
 11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕

獣医学研究科

(11,518〔2,178〕）
 (11,500〔2,178〕）

 （11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）

(11,518〔2,178〕）
 (11,500〔2,178〕）

 （11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）

(890,811〔198,308〕)
 (890,087〔198,002〕)
 (886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)

891,535〔198,614〕
 893,456〔198,750〕
 900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕

(890,811〔198,308〕)
 (890,087〔198,002〕)
 (886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)

図
書
・
設
備

標　　本

0㎡ 61,037㎡

0㎡ 0㎡ 341,839㎡

11,536〔2,178〕
 11,529〔2,178〕
 11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕

新設学部等の名称 室　　　　　　数

共用する他の
学校等の専用

6,244〔6,240〕
 5,606〔5,602〕
 5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕

種

891,535〔198,614〕
 893,456〔198,750〕
 900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕

〔うち外国書〕

0㎡ 416,052㎡

運動場用地

小　　　計 341,839㎡

61,037㎡ 0㎡

新設学部等
の名称

冊

千円千円

経費
の見
積り

千円

千円設備購入費

図書購入費教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等

区　　　　分

第５年次

千円

千円

第６年次

千円

第３年次

開設年度

３　施設・設備の整備状況，経費

（岩手大学）

研究科全体

0 ㎡
142,472 ㎡ 142,482 ㎡

 142,389 ㎡

(142,482 ㎡) (142,482 ㎡)
 (142,389 ㎡)

室

専　　　用 共　　　用

演　習　室 語学学習施設

（補助職員　0人）

3 室

情報処理学習施設

計

142,472 ㎡ 142,482 ㎡
 142,389 ㎡

計(１) 区　　 分

（　　　　0 ㎡）

0㎡

362 室

416,052㎡ 0㎡

0㎡ 0㎡ 280,802㎡280,802㎡

(142,482 ㎡)(142,482
 ㎡)

 (142,389 ㎡)

(２) 校　　　　　舎

校 舎 敷 地

12 室

（補助職員　0人）

0 ㎡

獣医学研究科

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要 学生１人当り

納付金

第１年次 第２年次

点

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

〔うち外国書〕

視聴覚資料 機械・器具

点 点

校
　
　
地
　
　
等

学生納付金以外の維持方法の概要

（　　　　0 ㎡）

4,732
4,521
4,577
4,556

67
84

0

（6,244〔6,240〕）
 （5,606〔5,602〕）
 （5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）

（4,565）
 （4,398）
 （4,275）
 （4,254）

（67）
 （84）

共 同 研 究 費 等 千円

収 納 可 能 冊 数

千円 千円 千円

千円 千円

第４年次

施設とりこわし（３）
職員宿舎の用途変更の

ため（２）

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（元）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（２）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（３）

野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

そ　の　他

合　　　計

74,213㎡

実験実習室

 51 室

講　義　室

96 室

図　　書 学術雑誌

(４) 専任教員研究室
104

(３) 教　　室　　等
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備考

平成30年8月府中地区5
号館の改修のため
（元）

建物の一部改修のため
（2）
建物の一部改修のため
（3）

建物の一部改修のため
（元）
建物の一部改修のため
（2）

予算、電子ジャーナル
契約内容の変更により
図書等の購入計画を
見直したため（2）

予算、電子ジャーナル
契約内容の変更により
図書等の購入計画を
見直したため（3）

大学全体

図書スペースの利用方
法を見直したため
（2）
図書スペースの利用方
法を見直したため
（3）

学生納付金以外の維持方法の概要

千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円 千円 千円 千円 千円 千円

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等 千円 千円 図書購入費 千円 千円 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

6,907㎡

955席
 956席
 948席
 897席

545,111冊
 545,113冊
 544,889冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

2,477 ㎡
プール、野外競技場（弓道場、テニ
スコート７面）

計

530,482〔176,338〕 14,174〔7,038〕 7,043〔6,402〕　 2992 0 0

（523,741［175,256］）
 （525,459［175,489］）
 （526,347［175,726］）
  (527,836［176,074］）

（14,175〔7,033〕）
 （14,170〔7,033〕）
 （14,143〔7,022〕）
 （14,149〔7,030〕）

（8,080〔8,009〕）
 （7,186〔7,115〕）
 （7,226〔7,155〕）
 （7,043〔6,402〕）

(2,806)
(2,812)
(2,852)
(2,972)

（0） （0）

点 点 点

○○学部

530,482〔176,338〕 14,174〔7,038〕 7,043〔6,402〕　 2992 0 0

（523,741［175,256］）
 （525,459［175,489］）
 （526,347［175,726］）
  (527,836［176,074］）

（14,175〔7,033〕）
 （14,170〔7,033〕）
 （14,143〔7,022〕）
 （14,149〔7,030〕）

（8,080〔8,009〕）
 （7,186〔7,115〕）
 （7,226〔7,155〕）
 （7,043〔6,402〕）

(2,806)
(2,812)
(2,852)
(2,972)

（0） （0）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数 専任教員の退職により

専任教員研究室が減少
したため（2）農学府共同獣医学専攻

34
35

室

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル 大学全体での共用
分

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

　　85　83　77室 43　45室 　530　517　513室
8　10室 0

（補助職員　　3人） （補助職員　0人）

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

131,484㎡
 131,494㎡
 131,488㎡
 131,288㎡

0㎡ 0㎡

131,484㎡
 131,494㎡
 131,488㎡
 131,288㎡

（　　　131,484㎡）
（　　　 131,494㎡）
（　　　 131,488㎡）
（　　　 131,288㎡）

（　　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

（　　　131,484㎡）
（　　　 131,494㎡）
（　　　 131,488㎡）
（　　　 131,288㎡）

0㎡ 0㎡
278,910㎡
 283,348㎡

そ　の　他
179,358㎡
180,899㎡

0㎡ 0㎡
179,358㎡
180,899㎡

合　　　計
458,268㎡
 462,706㎡
464,247㎡

0㎡ 0㎡
458,268㎡
 462,706㎡
464,247㎡

（東京農工大学）

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
232,569㎡
 237,007㎡

0㎡ 0㎡
232,569㎡
 237,007㎡

運動場用地 46,341㎡ 0㎡ 0㎡ 46,341㎡
土地の一部売却のため
（2）
土地の一部売却のため
（3）

小　　　計
278,910㎡
 283,348㎡

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　構成大学ごとに記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

15



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

13
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

人文社会科学部 4 200 3年次
17

820 － 1.05 1.08 －

　人間文化課程 4 125 11 512 学士（総合科学） 1.05 1.09 － 平成28年度

　地域政策課程 4 75 6 308 学士（総合科学） 1.04 1.05 － 平成28年度 同上

　人間科学課程 4 － － － 学士（総合科学） － － － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － － 学士（総合科学） － － － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － － 学士（総合科学） － － － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 160 － 640 － 1.07 1.08 －
　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.07 1.08 － 平成12年度

　芸術文化課程 4 － － － 学士（芸術文化） － － － 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 440 3年次
10

1800 － 1.03 1.02 －

　化学・生命理工学科 4 90 1 364 学士（理工学） 1.03 1.02 － 平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 1 324 学士（理工学） 1.05 1.01 － 平成28年度 同上

　システム創成工学科 4 270 8 1112 学士（工学） 1.03 1.01 － 平成28年度 同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － － － 平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成28年より学生募集停止

農学部 230 3年次
1

990 － 1.02 0.98 －

　植物生命科学科 4 40 － 162 学士（農学） 1.01 1.02 － 平成28年度

　応用生物化学科 4 40 － 162 学士（農学） 1.02 0.95 － 平成28年度 同上

　森林科学科 4 30 － 120 学士（農学） 1.01 0.96 － 平成28年度 同上

　食料生産環境学科 4 60 1 244 学士（農学） 1.03 1.01 － 平成28年度 同上

　動物科学科 4 30 － 122 学士（農学） 1.01 0.90 － 平成28年度 同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － － － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － － － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － － － 平成19年度 同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 180 学士（獣医学） 1.10 1.13 － 平成24年度 同上

大学全体 － 1030 28 4250 － 1.04 1.02 － － － －

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

8
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

2 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人
総合科学研究科（修士課程） 2 294 － 588 － 0.96 0.97 －

　地域創生専攻 2 54 － 108 修士（農
学）
修士（水産
学）
修士（工
学）
修士（ス
ポーツ健康
科学）
修士（学
術）

1.11 1.11 － 平成29年度 岩手県盛岡市上
田3丁目18番8号

　総合文化学専攻 2 10 － 20 修士（学
術）

0.95 0.80 － 平成29年度 岩手県盛岡市上
田3丁目18番34号

　岩　手　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

岩手県盛岡市上
田3丁目18番34号

岩手県盛岡市上
田3丁目18番33号

岩手県盛岡市上
田4丁目3番5号

岩手県盛岡市上
田4丁目3番5号

岩手県盛岡市上
田3丁目18番8号

岩手大学大学院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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　理工学専攻 2 180 － 360 修士（理工
学）
修士（工
学）

0.99 1.06 － 平成29年度 岩手県盛岡市上
田4丁目3番5号

　農学専攻 2 50 － 100 修士（農
学）

0.69 0.56 － 平成29年度 岩手県盛岡市上
田3丁目18番8号

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16 － 32 － 1.03 1.06 －

　教職実践専攻 2 16 － 32 教職修士
（専門職）

1.03 1.06 － 平成28年度

理工学研究科（博士課程） 3 18 － 18 － 0.88 0.88 －

　自然・応用科学専攻 3 6 － 6 博士（理工
学又は理

0.71 0.83 － 平成31年度

　システム創成工学専攻 3 9 － 9 博士（工学） 0.47 0.44 － 平成31年度 同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 3 博士（工学
又は芸術工

1.66 1.00 － 平成31年度 同上

工学研究科（博士課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 － － － 博士（工学） － － － 平成21年度 平成31年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成31年より学生募集停止

　機械・社会環境システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － － － 平成21年度 同上 平成31年より学生募集停止

　デザイン・メディア工学専攻 3 － － － 博士（工学
又は芸術工
学）

－ － － 平成21年度 同上 平成31年より学生募集停止

獣医学研究科（博士課程） 4 5 － 10 － 1.26 0.40 －

　共同獣医学専攻 4 5 － 10 博士（獣医
学）

1.26 0.40 － 平成30年度

連合農学研究科（博士課程） 3 24 － 48 － 1.09 1.16 －

　生物生産科学専攻 3 9 － 18 博士（農学
又は学術）

0.73 0.77 － 平成30年度

　生物資源科学専攻 3 8 － 16 博士（農学
又は学術）

1.00 1.50 － 平成30年度 同上

　地域環境創生学専攻 3 7 － 14 博士（農学
又は学術）

1.66 1.28 － 平成30年度 同上

　生物生産科学専攻 3 － － － 博士（農学
又は学術）

－ － － 平成2年度 同上 平成30年より学生募集停止

　生物資源科学専攻 3 － － － 博士（農学
又は学術）

－ － － 平成2年度 同上 平成30年より学生募集停止

　寒冷圏生命システム学専攻 3 － － － 博士（農学
又は学術）

－ － － 平成18年度 同上 平成30年より学生募集停止

　生物環境科学専攻 3 － － － 博士（農学
又は学術）

－ － － 平成2年度 同上 平成30年より学生募集停止

大学院全体 － 357 － 696 － 1.02 0.90 － － － －

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

8
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

農学部 人

生物生産科学
科

4 57 - 228
学士

（農学）
1.04 1.07 - 平成16年度

東京都府中市幸町
三丁目５番８号

応用生物科学
科

4 71 - 284
学士

（農学）
1.05 1.02 - 平成16年度 同上

環境資源科学
科

4 61 - 244
学士

（農学）
1.05 1.04 - 平成16年度 同上

地域生態シス
テム学科

4 76 - 304
学士

（農学）
1.05 1.05 - 平成16年度 同上

共同獣医学科 4 35 - 210
学士

（獣医学）
1.10 1.11 - 平成16年度 同上

工学部
３年次

70

生命工学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

平成31年度より学
生募集停止

応用分子化学
科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

有機材料化学
科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

化学システム
工学科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

岩手県盛岡市上
田3丁目18番8号

岩手県盛岡市上
田3丁目18番8号

岩手県盛岡市上
田3丁目18番33号

岩手県盛岡市上
田4丁目3番5号

岩手県盛岡市上
田4丁目3番5号

　東京農工大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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機械システム
工学科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

物理システム
工学科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

電気電子工学
科

4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

情報工学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成16年度 同上

平成31年度より学
生募集停止

生命工学科 4 81
３年次

11
346

学士
（工学）

1.03 1.00 - 平成31年度 同上

生体医用シス
テム工学科

4 56
３年次

6
236

学士
（工学）

1.04 1.05 - 平成31年度 同上

応用化学科 4 81
３年次

10
344

学士
（工学）

1.04 1.00 - 平成31年度 同上

化学物理工学
科

4 81
３年次

7
338

学士
（工学）

1.05 1.03 - 平成31年度 同上

機械システム
工学科

4 102
３年次

16
440

学士
（工学）

1.03 1.06 - 平成31年度 同上

知能情報シス
テム工学科

4 120
３年次

20
520

学士
（工学）

1.02 1.02 - 平成31年度 同上

大学全体 - 821 70 3494 - - - - - -

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

9
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

4 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人
工学府
（博士前期課程）

生命工学専攻 2 58 - 116
修士（工学又は

学術） 1.10 1.15 - 平成16年度
東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

応用化学専攻 2 78 - 156
修士（工学又は

学術） 1.00 0.98 - 平成16年度 同上

機械システム
工学専攻

2 70 - 140
修士（工学又は

学術） 1.07 1.11 - 平成16年度 同上

物理システム
工学専攻

2 26 - 52
修士（工学又は

学術） 1.09 1.19 - 平成16年度 同上

電気電子工学
専攻

2 66 - 132
修士（工学又は

学術） 1.00 1.09 - 平成16年度 同上

情報工学専攻 2 42 - 84
修士（工学又は

学術） 1.06 1.02 - 平成16年度 同上

工学府
（博士後期課程）

生命工学専攻 3 14 - 42
博士（工学又は

学術） 0.76 1.00 平成16年度
東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

応用化学専攻 3 14 - 42
博士（工学又は

学術） 0.63 0.42 平成16年度 同上

機械システム
工学専攻

3 13 - 39
博士（工学又は

学術） 1.25 1.15 平成16年度 同上

電子情報工学
専攻

3 15 - 57
博士（工学又は

学術） 1.04 0.46 平成16年度 同上

工学府
（博士課程）

共同サステイ
ナビリティ研
究専攻

3 4 - 12
博士

（学術）
0.83 0.75 - 平成31年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

工学府
（専門職学位課程）

産業技術専攻 2 40 - 80
技術経営修士
（専門職） 1.07 1.07 - 平成23年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

農学府（修士課程）

生物生産科学
専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度
東京都府中市幸町
三丁目５番８号

平成31年度より学
生募集停止

共生持続社会
学専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

応用生命化学
専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

生物制御科学
専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

環境資源物質
科学専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

物質循環環境
科学専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

　東京農工大学大学院
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自然環境保全
学専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

農業環境工学
専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

国際環境農学
専攻

2 - - -
修士（農学又は

学術） - - 平成16年度 同上
平成31年度より学
生募集停止

農学専攻 2 174 - 348
修士（農学又は

学術） 1.16 1.17 - 平成31年度 同上

農学府（博士課程）

共同獣医学専攻 4 10 - 40
博士

（獣医学） 1.80 1.80 - 平成30年度
東京都府中市幸町
三丁目５番８号

生物システム応用
科学府
（博士前期課程）

生物機能シス
テム科学専攻

2 59 - 118
修士（工学、農
学又は学術） 1.18 1.15 - 平成27年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

生物システム応用
科学府
（博士後期課程）

生物機能シス
テム科学専攻

3 12 - 36
博士（工学、農
学又は学術） 1.60 0.83 - 平成27年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

生物システム応用
科学府
（一貫制博士課程）

食料エネル
ギーシステム
科学専攻

5 10 - 50
博士（工学、農
学又は学術） 0.84 0.50 - 平成27年度

東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

生物システム応用
科学府
（博士課程）

共同先進健康
科学専攻

3 6 - 18
博士（生命

科学） 0.66 1.00 - 平成22年度
東京都小金井市中
町二丁目２４番１

６号

連合農学研究科
（博士課程）

生物生産科学
専攻

3 15 - 45
博士（農学又は
学術） 1.30 0.73 - 平成19年度

東京都府中市幸町
三丁目５番８号

応用生命科学
専攻

3 10 - 30
博士（農学又は
学術） 0.50 0.40 - 平成19年度 同上

環境資源共生
科学専攻

3 10 - 30
博士（農学又は
学術） 1.33 1.50 - 平成19年度 同上

農業環境工学
専攻

3 4 - 12
博士（農学又は
学術） 1.58 1.00 - 平成19年度 同上

農林共生社会
科学専攻

3 6 - 18
博士（農学又は
学術） 1.11 1.50 - 平成19年度 同上

大学院全体 - 760 - 1697 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　　　・構成大学ごとに記入してください。
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５　教員組織の状況

（１）ー① 担当教員表

＜岩手大学＞

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

板垣　匡
（61）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

専
教授

板垣　匡
（61）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

専 教授

板垣　匡
（62）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

専 教授

板垣　匡
（63）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

専 教授

板垣　匡
（64）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

宇塚　雄次
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

宇塚　雄次
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

宇塚　雄次
（62）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

宇塚　雄次
（63）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

宇塚　雄次
（64）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

岡田　啓司
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

岡田　啓司
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡田　啓司
（62）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡田　啓司
（63）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡田　啓司
（64）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習A（岩手大学）
（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

落合　謙爾
（58）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

落合　謙爾
（59）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

落合　謙爾
（60）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

落合　謙爾
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

落合　謙爾
（62）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

木﨑　景一郎
（51）

＜平成30年４月＞
博士（薬学）

専
教授

木﨑　景一郎
（51）

＜平成30年４月＞
博士（薬学）

専 教授

木﨑　景一郎
（52）

＜平成30年４月＞
博士（薬学）

専 教授

木﨑　景一郎
（53）

＜平成30年４月＞
博士（薬学）

専 教授

木﨑　景一郎
（54）

＜平成30年４月＞
博士（薬学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

佐藤　至
（56）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

佐藤　至
（56）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　至
（57）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　至
（58）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　至
（59）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

佐藤　繁
（62・高）

＜平成30年４月＞
農学博士

博士（獣医学）

専
教授

佐藤　繁
（62・高）

＜平成30年４月＞
農学博士

博士（獣医学）

専 教授

佐藤　繁
（63・高）

＜平成30年４月＞
農学博士

博士（獣医学）

専 教授

佐藤　繁
（64・高）

＜平成30年４月＞
農学博士

博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

佐藤　洋
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

佐藤　洋
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　洋
（53）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　洋
（54）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

佐藤　洋
（55）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

髙橋　透
（54）

＜平成30年４月＞
農学博士

専
教授

髙橋　透
（54）

＜平成30年４月＞
農学博士

専 教授

髙橋　透
（55）

＜平成30年４月＞
農学博士

専 教授

髙橋　透
（56）

＜平成30年４月＞
農学博士

専 教授

髙橋　透
（57）

＜平成30年４月＞
農学博士

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

古市　達哉
（51）

＜平成30年４月＞
博士（医学）

専
教授

古市　達哉
（51）

＜平成30年４月＞
博士（医学）

専 教授

古市　達哉
（52）

＜平成30年４月＞
博士（医学）

専 教授

古市　達哉
（53）

＜平成30年４月＞
博士（医学）

専 教授

古市　達哉
（54）

＜平成30年４月＞
博士（医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

村上　賢二
（56）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

村上　賢二
（56）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

村上　賢二
（57）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

村上　賢二
（58）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

村上　賢二
（59）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

科学英語※ 科学英語※ 科学英語※ 科学英語※ 科学英語※

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

山﨑　真大
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

山﨑　真大
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山﨑　真大
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山﨑　真大
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山﨑　真大
（48）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

山本　健久
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

山本　健久
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　健久
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　健久
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　健久
（48）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医衛生科学学外演習（農
研機構）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医衛生科学学外演習
（農研機構）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専
教授

山本　欣郎
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
教授

山本　欣郎
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　欣郎
（53）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　欣郎
（54）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

山本　欣郎
（55）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専 准教
授

大沼(石黒) 俊名
（39）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

大沼(石黒) 俊名
（39）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

大沼(石黒) 俊名
（40）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

大沼(石黒) 俊名
（41）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

大沼(石黒) 俊名
（42）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教
授

片山　泰章
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

片山　泰章
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

片山　泰章
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

片山　泰章
（48）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 教授

片山　泰章
（49）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

科学英語※ 科学英語※ 科学英語※ 科学英語※ 科学英語※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専 准教
授

中牟田　信明
（50）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

中牟田　信明
（50）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

中牟田　信明
（51）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

中牟田　信明
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

中牟田　信明
（53）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専 准教
授

彦野　弘一
（50）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

彦野　弘一
（50）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論A（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論B（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特論C（岩手
大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専 准教
授

福井　大祐
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

福井　大祐
（45）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

福井　大祐
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

福井　大祐
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論A（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論B（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特論C（岩
手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習A
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習B
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

獣医臨床医科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※ 動物と人の共存学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 准教
授

山田　美鈴
（41）

＜平成30年４月＞
博士（農学）

専 准教
授

山田　美鈴
（41）

＜平成30年４月＞
博士（農学）

専
准教
授

山田　美鈴
（42）

＜平成30年４月＞
博士（農学）

専
准教
授

山田　美鈴
（43）

＜平成30年４月＞
博士（農学）

専
准教
授

山田　美鈴
（44）

＜平成30年４月＞
博士（農学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論A（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論B（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特論C（岩手
大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習A
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習B
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

動物基礎医学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）

専 助教

小林(山下) 沙織
（41）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林(山下) 沙織
（41）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林(山下) 沙織
（42）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林(山下) 沙織
（43）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林(山下) 沙織
（44）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

研究倫理（岩手大学）※
【隔年】

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専 助教

佐々木　淳
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

佐々木　淳
（46）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

佐々木　淳
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

佐々木　淳
（48）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

佐々木　淳
（49）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専 助教

関　まどか
（34）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

関　まどか
（34）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

関　まどか
（35）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

関　まどか
（36）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

関　まどか
（37）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専 助教

井口　愛子
（32）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

専 助教

井口　愛子
（32）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション演
習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専 教授

寺島　淳
（62）

＜平成30年４月＞
獣医学博士

専 教授

寺嶋　淳
（63）

＜平成30年10月＞
獣医学博士

専 教授

寺嶋　淳
（64）

＜平成30年10月＞
獣医学博士

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

獣医衛生科学特論A（岩
手大学）

獣医衛生科学特論A（岩
手大学）

獣医衛生科学特論A（岩
手大学）

獣医衛生科学特論B（岩
手大学）

獣医衛生科学特論B（岩
手大学）

獣医衛生科学特論B（岩
手大学）

獣医衛生科学特論C（岩
手大学）

獣医衛生科学特論C（岩
手大学）

獣医衛生科学特論C（岩
手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学） 海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学） 海外演習B（岩手大学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

＜東京農工大学＞

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

海外演習B(東京農工大学)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

学際領域特別講義※

専 教授

ｳﾁﾃﾞ　ﾂﾖｼ
打出　毅
（61）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

教授

ｳﾁﾃﾞ　ﾂﾖｼ
打出　毅
（60）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

担当授業科目名

専
教授

ｳﾁﾃﾞ　ﾂﾖｼ
打出　毅
（58）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
教授

ｳﾁﾃﾞ　ﾂﾖｼ
打出　毅
（58）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ｳﾁﾃﾞ　ﾂﾖｼ
打出　毅
（59）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専
准教
授

星野　有希
（43）

＜平成30年10月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

星野　有希
（44）

＜平成30年10月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

星野　有希
（45）

＜平成30年10月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

研究プレゼンテーション
演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専
准教
授

山田　慎二
（42）

＜令和2年10月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション
演習※
獣医衛生科学特論A（岩
手大学）
獣医衛生科学特論B（岩
手大学）
獣医衛生科学特論C（岩
手大学）
獣医衛生科学特別演習A
（岩手大学）
獣医衛生科学特別演習B
（岩手大学）
獣医衛生科学特別演習C
（岩手大学）

学際領域特別講義※

獣医学特別演習（岩手大
学）

海外演習A（岩手大学）

海外演習B（岩手大学）

兼担 講師

一條　俊浩
（58）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

一條　俊浩
（58）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

一條　俊浩
（59）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

一條　俊浩
（60）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

一條　俊浩
（61）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※ 食品衛生管理学※

兼担 講師

高橋　正弘
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

高橋　正弘
（47）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

高橋　正弘
（48）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

高橋　正弘
（49）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

高橋　正弘
（50）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

兼任 講師

笠嶋　快周
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

笠嶋　快周
（52）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

笠嶋　快周
（53）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

笠嶋　快周
（54）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

笠嶋　快周
（55）

＜平成30年４月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学学外演習
（日本中央競馬会）

獣医臨床医科学学外演習
（日本中央競馬会）

獣医臨床医科学学外演習
（日本中央競馬会）

獣医臨床医科学学外演習
（日本中央競馬会）

獣医臨床医科学学外演習
（日本中央競馬会）

兼任 講師

辻本　恒徳
（61）

＜令和2年10月＞
博士（獣医学）

動物と人の共存学※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所)

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ﾀｹﾊﾗ　ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

（64）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾏｺﾄ
渋谷　淳
（61）

＜平成30年4月＞
医学博士

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 教授

ｼﾊﾞﾀ　ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

（64）
＜平成30年4月＞

医学博士

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専

専

専

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所) 獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所) 獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

教授

ﾅｶﾞﾀ　ﾉﾘﾖ
永田　典代

（51）
＜平成30年4月＞
博士（医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

専
教授

ﾅｶﾞﾀ　ﾉﾘﾖ
永田　典代

（48）
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
教授

ﾅｶﾞﾀ　ﾉﾘﾖ
永田　典代

（48）
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

ﾅｶﾞﾀ　ﾉﾘﾖ
永田　典代

（49）
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

ﾅｶﾞﾀ　ﾉﾘﾖ
永田　典代

（50）
＜平成30年4月＞
博士（医学）

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専
教授

ﾀｹﾊﾗ　ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

（60）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
教授

ﾀｹﾊﾗ　ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

（61）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀｹﾊﾗ　ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

（62）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀｹﾊﾗ　ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

（63）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

専
教授

ｼﾗｲ　ｼﾞｭﾝｽｹ
白井　淳資

（63）
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
教授

ｼﾗｲ　ｼﾞｭﾝｽｹ
白井　淳資

（63）
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

ｼﾗｲ　ｼﾞｭﾝｽｹ
白井　淳資

（64）
＜平成30年4月＞
博士（農学）

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専
教授

ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾏｺﾄ
渋谷　淳
（58）

＜平成30年4月＞
医学博士

専
教授

ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾏｺﾄ
渋谷　淳
（58）

＜平成30年4月＞
医学博士

専 教授

ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾏｺﾄ
渋谷　淳
（59）

＜平成30年4月＞
医学博士

専 教授

ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾏｺﾄ
渋谷　淳
（60）

＜平成30年4月＞
医学博士

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

専
教授

ｼﾊﾞﾀ　ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

（61）
＜平成30年4月＞

医学博士

専
教授

ｼﾊﾞﾀ　ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

（61）
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

ｼﾊﾞﾀ　ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

（62）
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

ｼﾊﾞﾀ　ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

（63）
＜平成30年4月＞

医学博士

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)
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＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾞﾝ
渡辺　元
（64）

＜平成30年4月＞
博士（農学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ﾘ　ﾃﾝｾｲ
李　天成
（57）

＜平成30年4月＞
博士（保健学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所)

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

（56）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ﾏﾁﾀﾞ　ﾉﾎﾞﾙ
町田　登
（62）

＜平成30年4月＞
獣医学博士

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専

専

専

専
動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

専 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾞﾝ
渡辺　元
（63）

＜平成30年4月＞
博士（農学）

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論A(東京農工大学)
専

教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾞﾝ
渡辺　元
（61）

＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾞﾝ
渡辺　元
（61）

＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾞﾝ
渡辺　元
（62）

＜平成30年4月＞
博士（農学）

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専 教授

ﾘ　ﾃﾝｾｲ
李　天成
（56）

＜平成30年4月＞
博士（保健学）

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所) 獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所) 獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所) 獣医衛生科学学外演習(国立感染症研究所)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)
専

教授

ﾘ　ﾃﾝｾｲ
李　天成
（54）

＜平成30年4月＞
博士（保健学）

専
教授

ﾘ　ﾃﾝｾｲ
李　天成
（54）

＜平成30年4月＞
博士（保健学）

専 教授

ﾘ　ﾃﾝｾｲ
李　天成
（55）

＜平成30年4月＞
博士（保健学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

専 教授

ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

（55）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)専
教授

ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
教授

ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

（54）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

専 教授

ﾏﾁﾀﾞ　ﾉﾎﾞﾙ
町田　登
（61）

＜平成30年4月＞
獣医学博士

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)専
教授

ﾏﾁﾀﾞ　ﾉﾎﾞﾙ
町田　登
（59）

＜平成30年4月＞
獣医学博士

専
教授

ﾏﾁﾀﾞ　ﾉﾎﾞﾙ
町田　登
（59）

＜平成30年4月＞
獣医学博士

専 教授

ﾏﾁﾀﾞ　ﾉﾎﾞﾙ
町田　登
（60）

＜平成30年4月＞
獣医学博士

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)専
教授

ﾌｼﾞｶﾜ　ﾋﾛｼ
藤川　浩
（63）

＜平成30年4月＞
博士（理学）

専
教授

ﾌｼﾞｶﾜ　ﾋﾛｼ
藤川　浩
（63）

＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 教授

ﾌｼﾞｶﾜ　ﾋﾛｼ
藤川　浩
（64）

＜平成30年4月＞
博士（理学）

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

准教
授

ｽｽﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

准教
授

ｻﾄｳ　ﾄｼﾕｷ
佐藤　俊幸

（59）
＜平成30年4月＞

理学博士

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

ｼﾐｽﾞ　ﾐｷ
清水　美希

（48）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

准教
授

ｺﾔﾏ　ｻﾄｼ
小山　哲史

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

准教
授

ｻｻｷ　ｶｽﾞｱｷ
佐々木　一昭

（54）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専

専

専

専

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ｽｽﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)
専

准教
授

ｽｽﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

（43）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｽｽﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

（43）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｽｽﾞｷ　ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ｼﾐｽﾞ　ﾐｷ
清水　美希

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ｼﾐｽﾞ　ﾐｷ
清水　美希

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｼﾐｽﾞ　ﾐｷ
清水　美希

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｼﾐｽﾞ　ﾐｷ
清水　美希

（47）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ｻﾄｳ　ﾄｼﾕｷ
佐藤　俊幸

（55）
＜平成30年4月＞

理学博士

専 准教
授

ｻﾄｳ　ﾄｼﾕｷ
佐藤　俊幸

（56）
＜平成30年4月＞

理学博士

専
准教
授

ｻﾄｳ　ﾄｼﾕｷ
佐藤　俊幸

（57）
＜平成30年4月＞

理学博士

専
准教
授

ｻﾄｳ　ﾄｼﾕｷ
佐藤　俊幸

（58）
＜平成30年4月＞

理学博士

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ｻｻｷ　ｶｽﾞｱｷ
佐々木　一昭

（50）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ｻｻｷ　ｶｽﾞｱｷ
佐々木　一昭

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｻｻｷ　ｶｽﾞｱｷ
佐々木　一昭

（52）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｻｻｷ　ｶｽﾞｱｷ
佐々木　一昭

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ｺﾔﾏ　ｻﾄｼ
小山　哲史

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)
専 准教

授

ｺﾔﾏ　ｻﾄｼ
小山　哲史

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ｺﾔﾏ　ｻﾄｼ
小山　哲史

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｺﾔﾏ　ｻﾄｼ
小山　哲史

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

海外演習B(東京農工大学)

専 教授

ﾆｼﾌｼﾞ　ｺｳｼﾞ
西藤　公司

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

准教
授

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

（62）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 教授

ﾅｶﾞｵｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎

（47）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

専 教授

ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ)　ﾘｮｳ
田中(清水)　綾

（49）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 教授

ﾀﾅｶ　ﾄﾓﾐ
田中　知己

（54）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ﾆｼﾌｼﾞ　ｺｳｼﾞ
西藤　公司

（49）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ﾆｼﾌｼﾞ　ｺｳｼﾞ
西藤　公司

（50）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾆｼﾌｼﾞ　ｺｳｼﾞ
西藤　公司

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾆｼﾌｼﾞ　ｺｳｼﾞ
西藤　公司

（52）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ﾅｶﾞｵｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ﾅｶﾞｵｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾅｶﾞｵｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾅｶﾞｵｶ　ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

（61）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

専 准教
授

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

（59）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

（59）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾀﾆｸﾞﾁ　ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

（60）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ)　ﾘｮｳ
田中(清水)　綾

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ)　ﾘｮｳ
田中(清水)　綾

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ)　ﾘｮｳ
田中(清水)　綾

（47）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ)　ﾘｮｳ
田中(清水)　綾

（48）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

学際領域特別講義※

専
准教
授

ﾀﾅｶ　ﾄﾓﾐ
田中　知己

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀﾅｶ　ﾄﾓﾐ
田中　知己

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀﾅｶ　ﾄﾓﾐ
田中　知己

（52）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾀﾅｶ　ﾄﾓﾐ
田中　知己

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
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保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
准教
授

ｶﾈﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
金田  正弘

（46）
＜平成30年10月＞
   博士（理学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

（56）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
古谷　哲也

（56）
＜平成30年4月＞

Doctor of
Philosophy(米国)

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

准教
授

ﾊﾔｼﾀﾞﾆ　ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

（61）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

教授

ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ)　ﾘｭｳｼﾞ
福島(山口)　隆治

（47）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

専

専

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

ｶﾈﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
金田  正弘

（44）
＜平成30年10月＞
   博士（理学）

専
准教
授

ｶﾈﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
金田  正弘

（45）
＜平成30年10月＞
   博士（理学）

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

（55）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学)
専

准教
授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

（54）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)
専

准教
授

ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
古谷　哲也

（53）
＜平成30年4月＞

Doctor of
Philosophy(米国)

専
准教
授

ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
古谷　哲也

（53）
＜平成30年4月＞

Doctor of
Philosophy(米国)

専
准教
授

ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
古谷　哲也

（54）
＜平成30年4月＞

Doctor of
Philosophy(米国)

専
准教
授

ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
古谷　哲也

（55）
＜平成30年4月＞

Doctor of
Philosophy(米国)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

海外演習B(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 准教
授

ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ)　ﾘｭｳｼﾞ
福島(山口)　隆治

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
教授

ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ)　ﾘｭｳｼﾞ
福島(山口)　隆治

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ)　ﾘｭｳｼﾞ
福島(山口)　隆治

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ)　ﾘｭｳｼﾞ
福島(山口)　隆治

（46）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ﾊﾔｼﾀﾞﾆ　ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

（60）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

専 准教
授

ﾊﾔｼﾀﾞﾆ　ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

（58）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 准教
授

ﾊﾔｼﾀﾞﾆ　ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

（58）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ﾊﾔｼﾀﾞﾆ　ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

（59）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

31



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
准教
授

ｵｵﾏﾂ　ﾂﾄﾑ
大松　勉
（44）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 講師

ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ)　ｶｵﾘ
井手(片山)　香織

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専
准教
授

ｵｵﾏﾂ　ﾂﾄﾑ
大松　勉
（43）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

学際領域特別講義※

国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※ 国際感染症防疫学※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

専 講師

ｳｽｲ　ﾀﾂﾔ
臼井　達哉

（34）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｵｵﾏﾂ　ﾂﾄﾑ
大松　勉
（40）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｵｵﾏﾂ　ﾂﾄﾑ
大松　勉
（40）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

ｵｵﾏﾂ　ﾂﾄﾑ
大松　勉
（42）

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

専 講師

ｳｽｲ　ﾀﾂﾔ
臼井　達哉

（35）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

専 講師

ｳｽｲ　ﾀﾂﾔ
臼井　達哉

（32）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｳｽｲ　ﾀﾂﾔ
臼井　達哉

（33）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学) 動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 講師

ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ)　ｶｵﾘ
井手(片山)　香織

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ)　ｶｵﾘ
井手(片山)　香織

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ)　ｶｵﾘ
井手(片山)　香織

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ)　ｶｵﾘ
井手(片山)　香織

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専 講師

ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ)　ｶﾅｺ
石原(加藤)　加奈子

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

専 講師

ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ)　ｶﾅｺ
石原(加藤)　加奈子

（45）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専
准教
授

 ｴﾝﾄﾞｳ  ﾅﾂﾐ
 遠藤　なつ美

（39）
＜平成31年4月＞
  博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)
専 講師

ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ)　ｶﾅｺ
石原(加藤)　加奈子

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ)　ｶﾅｺ
石原(加藤)　加奈子

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ)　ｶﾅｺ
石原(加藤)　加奈子

（43）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特論B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習B(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習B(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

 ｴﾝﾄﾞｳ  ﾅﾂﾐ
 遠藤　なつ美

（37）
＜平成31年4月＞
  博士（獣医学）

専
准教
授

 ｴﾝﾄﾞｳ  ﾅﾂﾐ
 遠藤　なつ美

（38）
＜平成31年4月＞
  博士（獣医学）

専
准教
授

ﾑﾗｶﾐ  ﾄﾓｱｷ
村上　智亮

（35）
＜平成31年4月＞
 博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

動物基礎医学特論A(東京農工大学) 動物基礎医学特論A(東京農工大学)

動物基礎医学特別演習C(東京農工大学) 動物基礎医学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

動物基礎医学特別演習A(東京農工大学)

専
准教
授

ﾑﾗｶﾐ  ﾄﾓｱｷ
村上　智亮

（33）
＜平成31年4月＞
 博士（獣医学）

専
准教
授

ﾑﾗｶﾐ  ﾄﾓｱｷ
村上　智亮

（34）
＜平成31年4月＞
 博士（獣医学）

動物基礎医学特論B(東京農工大学) 動物基礎医学特論B(東京農工大学)

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

動物基礎医学特論C(東京農工大学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

　　　・構成大学毎に記入してください。

兼担
准教
授

ｵﾝｳｫﾅ　ｱｼﾞﾏﾝ　ｽｨｱｳ
ONWONA-AGYEMAN SIAW

(57)
＜平成30年4月＞
博士（農学）

科学英語※

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾕﾐｺ
岡田　由美子

（54）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学学外演習(医薬品食品衛生研究所)

兼任 講師

ﾏﾄﾊﾞ　ｼｮｳｺﾞ
的場　章悟

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学学外演習(理化学研究所)

専 講師

ｻｯｻ　ﾕｷｺ
佐々　悠木子

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専 講師

ｷｼﾓﾄ　ﾐｵﾘ
岸本　海織

（44）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

専
准教
授

 ｱｻﾞｶﾐ　ﾀﾞｲｺﾞ
 呰上　大吾

（46）
＜平成31年4月＞
  博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

専
准教
授

ｵｵﾓﾘ　ｹｲﾀﾛｳ
大森　啓太郎

（43）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※

先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学)

兼任 講師

ﾏﾄﾊﾞ　ｼｮｳｺﾞ
的場　章悟

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物基礎医学学外演習(理化学研究所) 動物基礎医学学外演習(理化学研究所) 動物基礎医学学外演習(理化学研究所) 動物基礎医学学外演習(理化学研究所)

獣医衛生科学学外演習(医薬品食品衛生研究所)

海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学)

兼任 講師

ﾏﾄﾊﾞ　ｼｮｳｺﾞ
的場　章悟

（38）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

ﾏﾄﾊﾞ　ｼｮｳｺﾞ
的場　章悟

（38）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

ﾏﾄﾊﾞ　ｼｮｳｺﾞ
的場　章悟

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

科学英語※ 科学英語※ 科学英語※ 科学英語※

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾕﾐｺ
岡田　由美子

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾕﾐｺ
岡田　由美子

（51）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾕﾐｺ
岡田　由美子

（52）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

ｵｶﾀﾞ　ﾕﾐｺ
岡田　由美子

（53）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学学外演習(医薬品食品衛生研究所) 獣医衛生科学学外演習(医薬品食品衛生研究所) 獣医衛生科学学外演習(医薬品食品衛生研究所)

兼担
准教
授

ｵﾝｳｫﾅ　ｱｼﾞﾏﾝ　ｽｨｱｳ
ONWONA-AGYEMAN SIAW

(54)
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

ｵﾝｳｫﾅ　ｱｼﾞﾏﾝ　ｽｨｱｳ
ONWONA-AGYEMAN SIAW

(54)
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

ｵﾝｳｫﾅ　ｱｼﾞﾏﾝ　ｽｨｱｳ
ONWONA-AGYEMAN SIAW

(55)
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

ｵﾝｳｫﾅ　ｱｼﾞﾏﾝ　ｽｨｱｳ
ONWONA-AGYEMAN SIAW

(56)
＜平成30年4月＞
博士（農学）

学際領域特別講義※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

専 助教

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学)

獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

ｻｯｻ　ﾕｷｺ
佐々　悠木子

（38）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｻｯｻ　ﾕｷｺ
佐々　悠木子

（38）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｻｯｻ　ﾕｷｺ
佐々　悠木子

（39）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医衛生科学特論A(東京農工大学) 獣医衛生科学特論A(東京農工大学)

獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) 獣医衛生科学特論C(東京農工大学)

専 講師

ｻｯｻ　ﾕｷｺ
佐々　悠木子

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

専 講師

ｷｼﾓﾄ　ﾐｵﾘ
岸本　海織

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｷｼﾓﾄ　ﾐｵﾘ
岸本　海織

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｷｼﾓﾄ　ﾐｵﾘ
岸本　海織

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｷｼﾓﾄ　ﾐｵﾘ
岸本　海織

（43）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学) 海外演習A(東京農工大学)

海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学) 海外演習B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習C(東京農工大学)

学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※ 学際領域特別講義※

先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※ 先進動物医療学※

獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習A(東京農工大学)

獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特別演習B(東京農工大学)

獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※ 獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※ 獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※ 研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※ 研究プレゼンテーション演習※

獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学) 獣医学特別演習(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論A(東京農工大学)

専
准教
授

 ｱｻﾞｶﾐ　ﾀﾞｲｺﾞ
 呰上　大吾

（45）
＜平成31年4月＞
  博士（獣医学）

獣医学基盤講義A※

獣医学基盤講義B※

研究デザイン演習※

研究プレゼンテーション演習※

学際領域特別講義※

専 講師

ｵｵﾓﾘ　ｹｲﾀﾛｳ
大森　啓太郎

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｵｵﾓﾘ　ｹｲﾀﾛｳ
大森　啓太郎

（40）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｵｵﾓﾘ　ｹｲﾀﾛｳ
大森　啓太郎

（41）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

ｵｵﾓﾘ　ｹｲﾀﾛｳ
大森　啓太郎

（42）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論B(東京農工大学)

獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学) 獣医臨床医科学特論C(東京農工大学)
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＜岩手大学＞

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

＜東京農工大学＞

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　・構成大学ごとに記入してください。

・H30.10.1金田正弘准教授就任、H30.8.20AC審査済み
・H31.1.1永岡謙太郎教授昇任、H30.12.13AC審査済み
・H31.4.1遠藤なつ美准教授就任、H31.2.18AC審査済み（D合のみ）
・H31.4.1村上　智亮准教授就任、H31.2.18AC審査済み

【令和２年度】
・H31.4.1呰上大吾准教授就任、Ｒ1.9.3AC審査済み（D合のみ）
・Ｒ1.9.1田中　綾教授昇任、H30.9.13AC審査済み
・Ｒ2.3.31白井淳資教授定年退職
・Ｒ2.3.31藤川　浩教授定年退職

【令和３年度】
・R2.6.1西藤公司教授昇任　R2.5AC審査済
・R2.6.1大森啓太郎准教授昇任　R2.5AC審査済

【平成３０年度】
・平成３０年４月田中知己准教授が教授昇任。平成２９年１１月教員審査済み。
・平成３０年４月福島(山口)隆治准教授が教授昇任。平成２９年１１月教員審査済み。
・平成３０年４月臼井達哉講師が就任。平成２９年１１月教員審査済み。
・平成３０年４月大松勉講師が准教授昇任。平成２９年１１月教員審査済み。
・平成３０年４月佐々悠木子助教が講師昇任。平成２９年１１月教員審査済み。

　　　　 　　　　

【令和元年度】

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

特になし。

　　　　 　　　　

【平成３０年度】

【令和元年度】
・平成３０年９月３０日付けで井口愛子助教が辞任。
・平成３０年１０月寺嶋淳教授が就任。平成３０年６月教員審査済み。
・平成３０年１０月星野有希准教授が就任。平成３０年６月教員審査済み。
・平成３１年３月３１日付けで彦野弘一准教授が辞任。

特になし。

・令和２年８月片山泰章准教授が教授昇任。令和２年８月ＡＣ教員審査済み。
・令和２年１０月山田慎二准教授が就任。令和２年８月ＡＣ教員審査済み。
・令和２年１０月２１日付けで福井大祐准教授が辞任。辻本恒徳兼任講師を採用。
・令和３年３月３１日付けで佐藤繁教授が定年退職。

【令和３年度】

【令和２年度】
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

　　　　算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

准教授

4 3

名 名

講　師 助　教
助手

（Ｂ'）
助　教

助手
（Ａ'）

教　授

名

4

名

0

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

0 5

（31）

345 0

講義のみ担当
の教員数

2 0

29 0

（0）

［　0　］

［0］ ［0］ ［0］

准教授

［0］

23

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

23

（24）

講義のみ担当
の教員数

（0） （5）

0 5

（14） （6）

3 00

（4）

13 6

23

［0］

（0）

教　授

0

（0）

0

（0）

［　4　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

18

（30）

教　授

34

［　5　］

計
（Ｃ）

［　3　］

0

［　5　］

講義のみ担当
の教員数

大学名

岩手大学

東京農工
大学

4 3

教　授 准教授 講　師

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

名 名

大学名 計
（Ａ）

計
（Ｂ）

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

4

岩手大学

東京農工
大学

（5） （1）

0 4
15

（0） （1）

9 14 5
14

28 0 1
32

18

15

18

研究指導教員
数

5

大学名

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

015 5

講　師 助　教
助手

（Ｄ'）
准教授 講　師 助　教

助手
（Ｃ'）

3 0150 3

岩手大学

東京農工
大学

［　2　］

5

［△1］

講義のみ担当
の教員数

0

［△1］

17 3

［　△1　］

32 2 0

0 5

14 17 3

［2］ ［△1］ ［0］

［　2　］ ［　△1　］

2

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

32

［△2］ ［△1］

0 0

（19）

（11） （14）

1

［0］［2］ ［△1］

［　5　］ ［　3　］ ［△2］

［　4　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

［　0　］

014

［0］ ［△1］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

18 0 5

［0］

計
（Ｄ）

23

［0］

34

［　5　］

［0］
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（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　全構成大学の合計値で計算してください。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　全構成大学の合計値で計算してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　全構成大学の合計値で計算してください。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

岩手大学

東京農工
大学

65 0

65 0

定年規定の定める
定年年齢（歳）

　（２）－③　年齢構成

歳 名

歳 名

大学名

=

年齢構成

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

0

名

0

名

52
= 109.61 ％

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
57

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

57
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大学名 時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

大学名 時期

岩手大学

選択 食品衛生管理学 ②

選択 獣医学特別演習（岩手大学） ①

選択 海外演習A（岩手大学） ①

獣医衛生科学特別演習A（岩手大学） ①

選択 獣医衛生科学特別演習B（岩手大学） ①

選択 獣医衛生科学特別演習C（岩手大学） ①

選択 学際領域特別講義 ①

２ 准教授 彦野　弘一 H31.3.31付けで一身上の都合のため辞任（元）

必修 獣医学基盤講義B ①

必修 研究デザイン演習 ①

必修 研究プレゼンテーション演習 ①

選択 獣医衛生科学特論A（岩手大学） ①

選択 獣医衛生科学特論B（岩手大学） ①

選択 獣医衛生科学特論C（岩手大学） ①

選択

選択 海外演習B（岩手大学） ①

H30.9.30付けで一身上の都合のため辞任（元）

必修 獣医学基盤講義B ①

必修 研究デザイン演習 ①

必修 研究プレゼンテーション演習 ①

選択 学際領域特別講義 ①

0 選択 0

0

自由 0

１ 助教 井口　愛子 H30.9

必修 獣医学基盤講義A ①

H31.3

必修 獣医学基盤講義A ①

必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

科目 必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 0 必修

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名

辞任等の理由

0

選択 0 科目 選択 0 選択

科目 自由 0 自由 0 自由 0

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

0 人

必修 0

専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

７．改元に伴う元号は、適宜更新ください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0 科目

選択 獣医臨床医科学特論A(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特論B(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特論C(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特別演習A(岩手大学) ①

選択

岩手大学

東京農工大学

番　号 職　位

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

計 0 計 0 計

R2.10

必修 獣医学基盤講義A ①

必修 獣医学基盤講義B

②

選択 獣医学特別演習（岩手大学） ①

３

①

必修 研究デザイン演習 ①

必修

獣医臨床医科学特別演習B(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特別演習C(岩手大学) ①

選択 学際領域特別講義 ①

選択 動物と人の共存学

R2.10.21付けで一身上の都合のため辞任（３）准教授 福井　大祐

研究プレゼンテーション演習 ①

選択 海外演習A（岩手大学） ①

選択 海外演習B（岩手大学） ①

該当なし
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　全構成大学の合計値で計算してください。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

大学名

選択 2

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

3 人

必修 12

0 自由 0

計 35

選択 23 科目 選択 21 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

科目 計 33 計 2

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

= 5.76 ％=

0 必修 0

2 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

2 選択 0

12

計 35 科目 計 33 計

人

必修 12 科目 必修

選択 23 科目 選択 21 選択

必修

東京農工大学

研究プレゼンテーション演習 ①

選択 獣医臨床医科学特論A(岩手大学)

科目 必修

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

12 必修 0

佐藤　繁

必修 獣医学基盤講義A ①

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

獣医臨床医科学特論B(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特論C(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特別演習A(岩手大学)

3

52

①
R3.3.31付け65歳で定年退職（３）

必修

必修

獣医学基盤講義B ①

必修 研究デザイン演習 ①

選択 獣医臨床医科学特別演習B(岩手大学) ①

選択 獣医臨床医科学特別演習C(岩手大学) ①

選択 学際領域特別講義 ①

選択 獣医学特別演習(岩手大学) ①

選択 海外演習A(岩手大学) ①

3

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

必修 0

岩手大学

選択 海外演習B(岩手大学) ①

①

選択

１ 教授

担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

1

該当なし
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

9 必修 0 必修 0

選択 20 科目 選択 20 選択 0 選択 0

岩手大学：専任教員辞任及び定年退職については、同分野の専任教員、兼担教員及び兼任教員が代替するため支障はない。履修について
は、学生便覧、シラバスで周知を行っているため支障はない。
東京農工大学：専任教員辞任については、同分野の専任教員及び兼担教員が代替するため支障はない。履修については、履修案内、シラバ
スで周知を行っているため支障はない。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

3 人

必修 9

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

計 29 科目 計 29 計 0 計 0

自由 0 科目 自由 0 0 自由 0自由

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

定年退職（２）

必修 獣医学基盤講義B※ ①

必修 研究デザイン演習※

選択 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学)

①

学際領域特別講義※ ①

選択 獣医学特別演習(東京農工大学)

①

必修 研究プレゼンテーション演習※ ①

必修 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 ①

選択 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) ①

東京農工大学

1 教授 白井淳資

必修 獣医学基盤講義A※ ①

①

選択 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) ①

選択 獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) ①

選択

1 教授 藤井　浩

選択 獣医衛生科学特論B(東京農工大学) ①

選択 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) ①

選択 海外演習A(東京農工大学) ①

選択 海外演習B(東京農工大学) ①

①

選択 獣医学特別演習(東京農工大学) ①

必修 獣医学基盤講義A※ ①

①

選択 獣医衛生科学特論C(東京農工大学) ①

選択 獣医衛生科学特別演習A(東京農工大学) ①

選択 獣医衛生科学特別演習B(東京農工大学) ①

選択

定年退職（２）

必修 獣医学基盤講義B※ ①

必修 研究デザイン演習※ ①

必修 研究プレゼンテーション演習※ ①

必修 研究倫理(東京農工大学)※【隔年】 ①

選択 獣医衛生科学特論A(東京農工大学) ①

選択 獣医衛生科学特論B(東京農工大学)

選択 海外演習B(東京農工大学) ①

選択 海外演習A(東京農工大学) ①

獣医衛生科学特別演習C(東京農工大学) ①

選択 学際領域特別講義※
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時 該当なし

（２９年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３０年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（元年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（２年）

該当なし

該当なし

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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＜岩手大学＞

設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

＜東京農工大学＞

設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

＜岩手大学＞

　　Ⅰ．教育推進機構教育推進連携部門【４月～９月】

　　Ⅰ．メール会議１回

　ａ　実施内容

　　・　全学ＦＤ研修

　　・　新任教員研修会

　　・　授業評価アンケートの実施

　ｂ　実施方法

　　　岩手大学教務委員会（教学マネジメントセンター）から各学部事務を通じて教員へ周知の上，実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　全学ＦＤ研修（令和２年８月２８日）　教員７５名参加

　　　全学ＦＤ研修（令和３年３月８日）　教員１０４名参加

７　その他全般的事項

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

    Ⅱ．岩手大学教務委員会（教学マネジメントセンター）【１０月～３月】

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

    Ⅱ．対面５回及びメール会議４回の計９回（参加教員１４人ほか事務職員３人）

　ｃ　委員会の審議事項等

    ＦＤ実施計画，ＧＰＡ，学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議

②　実施状況

該当なし

該当なし
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＜東京農工大学＞

①　実施体制

　　・「オンライン授業」に関する講習会

　ｂ　実施方法

　　　・全学の教員対象の内容の場合は、教授会の開催前後の時間もしくはオンラインで実施。

　　　・特定の教員対象の研修については、該当教員を招集もしくはオンラインで実施。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　文理融合型探求教養教育カリキュラムなど，新しい時代の教養教育に関する課題の共有を図った。さらに，コロ
　　ナ禍における遠隔授業の実績に基づく課題等をアンケートにより集積し，分析・検証の結果として遠隔授業の良い
　　取組や改善点等を発表するとともに参加者による意見交換会を行い，今後の遠隔授業の授業改善に役立てた。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　前期及び後期に授業アンケートを実施（教養教育）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・新任教員に対する自校理解、授業方法の研修

　　・英語で講義を行う教員向けの研修

　　・「障害者差別解消法」の解説と障害のある学生に対する支援

　　・ハラスメント防止のための研修

　　　学生に対しては全体の集計結果をホームページで公開している。

　　　・ハラスメント防止のための研修をオンラインで実施し、参加者から好評を得た。

　　　・特定の教員対象の研修については、グループワーク等の参加型研修を行い、参加者からは好評を得た。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　・今後も引き続き積極的にＦＤを推進していく。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　前学期、後学期の２回実施している。（一部、4学期制に対応している）

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　集計した結果については、担当科目の教員にフィードバックを行い、必要に応じて個別対応を行っている。

　　　アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　ａ　委員会の設置状況

　　　グローバル教育院で起案、全学「教育・学生生活委員会」で審議して実施を決定

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　毎月1回

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　ＦＤの目的、内容、実施方法について
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＜岩手大学＞

＜東京農工大学＞

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和３年度　公表予定

　ｂ　公表方法

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　・令和２年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を

　　大学ホームページ上に公開予定（令和３年度中）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　計画通りに実施している。また、今後も設置の趣旨及び目的の達成に向けて教育研究活動を実施する

　　こととしている。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書〔中期目標・中期計画の進行状況等に係る自己点検・

　　　評価書〕を、令和３年11月に公表予定。

　　・令和３年度に大学基準協会の獣医学教育評価を受審する予定。

　　・機関別認証評価については、令和９年度までに受審することを予定。

　　・大学ホームページ上に公開。

　ｂ　公表方法

③　認証評価を受ける計画

　　・令和８年度，評価機関の評価を受ける予定

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　平成３０年４月の学生入学以降，設置計画に沿ったカリキュラムが開始され，２年目・３年目も着実に

　履行した。４年目も引き続き設置計画を履行する予定。

②　自己点検・評価報告書
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＜岩手大学＞

＜東京農工大学＞

（４） 情報公表に関する事項

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）
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岩手大学教育推進機構教育推進連携部門会議規則 

平成２６年４月１日 制  定 

令和２年３月２５日 最終改正 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、岩手大学教育推進機構規則第１８条第２項の規定に基づき、岩手大学教

育推進機構教育推進連携部門会議（以下「部門会議」という。）に関し、必要な事項を定め

る。 

 

（審議事項等） 

第２条 部門会議は、次に掲げる事項を審議するとともに、必要に応じて、教育推進機構会議

への提言を行う。 

一 教育推進連携部門に係る中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。 

二 学生（卒業生を含む）に対する各種調査、学修成果測定等に関する企画、実施及び報告

等に関すること。 

三 各種教育プログラムの点検評価の企画、実施及び報告に関すること。 

四 各学部における教育改善に資する情報提供及び助言等に関すること。 

五 ファカルティ・ディベロップメントに関する研修会・講演会、ワークショップ、公開授

業の企画及び開催・実施並びに評価に関すること。 

六 カリキュラム、授業科目及び成績評価方法の調査・開発等に関すること。 

七 教養教育と専門教育の連携に関すること。 

八 複数学部間にまたがる専門基礎教育の連携に関すること。 

九 その他教育改善及び専門教育の全学的な連携に関すること。 

 

（組織） 

第３条 部門会議は、次に掲げる者をもって組織する。 

一 部門長 

二 専任教員 

三 兼務教員 

四 各学部の教務関係委員会から選出された教員 各１名 

五 各学部のＦＤ又は教育評価を担当する委員会から選出された教員 各１名 

六 学務課長 

七 その他部門長が必要と認めた者 

２ 岩手大学教育推進機構教育推進連携部門に岩手大学教育推進機構規則第１２条に定める副

部門長を置いた場合は、前項の部門会議の組織構成員とするものとする。 

 

（任期） 

第４条 前条第４号及び第５号の組織構成員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠

員が生じた場合の後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（議長及び副議長） 
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第５条 部門会議に議長を置き、部門長をもって充てる。 

２ 議長は、部門会議を招集し、主宰する。 

３ 部門会議に副議長を置き、議長が指名する者をもって充てる。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 部門会議は、組織構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、第３条第

４号及び第５のうちから１名以上の出席がなければ、会議を開くことができない。なお、

第３条第４号及び第５号の組織構成員の代理出席を認めるものとする。 

２ 部門会議の議事は、出席した組織構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

 

（組織構成員以外の者の出席） 

第７条 部門会議が必要と認めたときは、組織構成員以外の者を会議に出席させ、その意見を

聴くことができる。 

 

（庶務） 

第８条 部門会議の庶務は、学務課において処理する。 

 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、部門会議に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２７年１０月１日から施行し、平成２７年４月１日から適用する。 

 

附 則 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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岩手大学教務委員会規則

令和２年９月２４日 制 定 

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人岩手大学全学委員会に関する規則第２条の規定

に基づき、岩手大学教務委員会（以下「委員会」という。）に関し、必要な事項

を定める。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

一 教育の実施（内部質保証を含む。）に関すること 

二 教育の評価に関すること。 

三 教育の改善にすること。 

四 学位の授与に関すること。 

五 教育課程の編成に関すること。 

六 大学間連携に関すること。 

七 高大連携に関すること。 

八 その他教育に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

一 教育を担当する理事又は副学長 

二 国際教育センター長 

三 各学部教育研究評議会評議員 各１名 

四 各学部教務（学務）委員会委員長 

五 教学マネジメントセンター副センター長 

六 教学マネジメントセンター専任教員 

七 学務部長 

八 その他委員長が必要と認めた者 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、教育を担当する理事又は副学長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を

代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、第３条

第３号及び第４号委員のうち各学部１名以上の出席がなければ会議を開催する

ことができない。なお、第３条第３号及び第４号委員の代理出席を認めるものと

する。 

２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 
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（委員以外の者の出席） 

第６条 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させ、その意

見を聴くことができる。 

（専門委員会） 

第７条 委員会に、特定の事項を審議するため、専門委員会を置く。 

２ 前項の専門委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、学務課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 附 則 

この規則は、令和２年１０月１日から施行する。 
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○東京農工大学グローバル教育院運営規則

(平成 30年 4月 1日グ教規則第 1号) 

改正 平成 31年 4月 1日グ教規則第 1号 令和 3年 4月 1日規程第 15号 

(趣旨) 

第 1条 この規則は、国立大学法人東京農工大学組織運営規則第 5条の 2及び第 8条に基

づき、東京農工大学グローバル教育院(以下「教育院」という。)の組織及び運営につい

て必要な事項を定めるものとする。 

(目的) 

第 2条 教育院は、国際教育交流に関する全学的事業の推進及び支援、教養教育の企画及

び実施、入試戦略及び支援、その他全学に係る教育に関する業務を実施するための組

織として、東京農工大学での教育活動を通して、農学又は工学の専門性を持ち、教養

豊かで国際社会において活躍できる人材を育成することを目的とする。 

(事業) 

第 3条 教育院は、次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) 国際教育交流プログラムの企画・運営・実施、海外の大学との国際共同プログラ

ムの確立及び海外の姉妹校との連携強化の取組に関すること。 

(2) グローバル教養教育の方針策定・企画・運営・実施、学生の英語力向上支援、教

育評価及びファカルティディベロップメント(FD)の実施に関すること。 

(3) 入試出題管理体制の支援、入試に関する諸事項の調査・解析、入試方法の改善・

立案並びに入試広報・国際広報の企画及び実施に関すること。 

(4) その他学長又はグローバル教育院長(以下「教育院長」という。)が必要と認めた

事業に関すること。 

(教育院長) 

第 4条 教育院長は、教育院の業務を掌理する。 

2 教育院長は、副学長又は教育職員の中から学長が指名する者をもって充てる。 

3 教育院長の任期は 2年とし、再任を妨げない。ただし、教育院長の任期の末日は、当

該教育院長を指名する学長の任期の末日以前でなければならない。 

4 教育院長が任期の途中で欠けた場合には、後任の教育院長の任期は、前任者の残任期

間とする。 

(副院長) 

第 5条 教育院に、グローバル教育院副院長(以下「副院長」という。)を置く。 

2 副院長は、副学長又は教育職員の中から学長が指名する者をもって充てる。 

3 副院長は、教育院長を補佐し、教育院長に事故あるときは、その職を代行する。 

4 副院長の任期は 2年とし、再任を妨げない。ただし、その任期の末日は、当該副院長

を指名する学長の任期の末日以前でなければならない。 
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5 副院長が任期の途中で欠けた場合には、後任の副院長の任期は、前任者の残任期間と

する。 

(専任教員) 

第 6条 教育院に、第 3条各号に掲げる事業を実施するため、専任教員を置く。 

(兼務教員) 

第 7条 教育院に、専任教員と協力して第 3条各号に掲げる事業を実施するため、農学研

究院又は工学研究院を本務としたまま教育院を兼ねて務める教員(以下「兼務教員」と

いう。)を置く。 

2 兼務教員は、農学研究院又は工学研究院の推薦を受け、次条に規定するグローバル教

育院運営委員会の議を経て、学長が発令する。 

3 兼務教員の任期は 2年とし、再任を妨げない。 

4 兼務教員が任期の途中で欠けた場合には、後任の兼務教員の任期は、次条に規定する

グローバル教育院運営委員会が個別に定めるものとする。 

(運営委員会) 

第 8条 教育院の事業の運営のため、グローバル教育院運営委員会(以下「運営委員会」

という。)を置き、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 教育院の組織に関する事項

(2) 教育院の人事に関する事項

(3) 教育院の予算に関する事項

(4) 教育院の計画及び評価に関する事項

(5) その他教育院長が必要と認めた事項

2 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で構成する。 

(1) 教育院長

(2) 副院長

(3) 次条第 2項に規定する部会長

(4) 第 10条第 2項に規定するグループ長

(5) その他教育院長が必要と認めた者

3 運営委員会に委員長及び副委員長を置き、委員長は、教育院長をもって充て、副委員

長は、副院長をもって充てる。 

4 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。ただし、委員長が必要と認めた場

合は、副院長が委員長を代理し、運営委員会を招集し、その議長となることができる。 

5 運営委員会は、委員の 3分の 2以上の出席がなければ開くことができない。 

6 運営委員会の議事は、別に定めのある事項を除き、出席委員の過半数の賛成をもって

決するものとする。 

7 運営委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。 

50



(部会) 

第 9条 教育院に、第 3条各号に掲げる事業を部局等と連携して企画・立案するため、次

の各号に掲げる部会(以下「部会」という。)を置く。 

(1) 国際教育交流プログラム部会

(2) 教養・専門基礎教育部会

(3) 入試検討部会

2 部会に、部会長を置く。 

3 部会長は、兼務教員又は専任教員の中から教育院長が指名する。 

4 部会について必要な事項は、別に定める。 

(グループ) 

第 10条 教育院に、第 3条各号に掲げる事業を実施するため、専任教員が所属する次の

各号に掲げるグループ(以下「グループ」という。)を置く。 

(1) 海外リエゾングループ

(2) グローバル教養教育グループ

(3) アドミッション・専門基礎教育グループ

2 グループに、グループ長を置く。 

3 グループ長は、専任教員の中から教育院長が指名する。 

4 グループについて必要な事項は、別に定める。 

(選考委員会) 

第 11条 教育院に、第 8条第 1項第 2号に基づく教育院の専任教員の選考について審議

するため、選考委員会を置く。 

2 前項に規定する選考委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

(事務) 

第 12条 教育院に関する事務は、関係部局の協力を得て、学務部学務課及び学務部入試

企画課において処理する。 

(雑則) 

第 13 条 この規則に定めるもののほか、教育院の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 31年 4月 1日グ教規則第 1号) 

この規則は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 4月 1日規程第 15号) 

この規程は、令和 3年 4月 1日から施行する。 
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